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新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
松
商
学
園
校
友
会
の
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
恩
田
弘
志
で
す
。
大
正

10
年
に
発
足
し
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
あ
る

校
友
会
の
舵
を
新
た
に
取
る
こ
と
と
な
り
、

光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
重
責
を
改
め
て

感
じ
て
お
り
ま
す
。
第
50
回
と
い
う
節
目
の

会
報
発
行
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
学
園
と
校

友
会
の
発
展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩

方
、
そ
し
て
母
校
を
愛
し
続
け
る
す
べ
て
の

会
員
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。松

商
学
園
の
建
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
自

主
独
立
」
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、
他
に
依

存
せ
ず
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
す
る
と
い

う
気
概
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
校
友
一
人

ひ
と
り
が
、
自
立
し
た
社
会
人
と
し
て
、
ま

た
地
域
や
世
界
に
貢
献
す
る
松
商
人
と
し

て
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

ま
た
本
年
は
、
硬
式
野
球
部
が
4
年
ぶ
り

に
夏
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
選
手
た
ち
の
姿
は
、
多
く

の
卒
業
生
や
地
域
の
皆
様
に
感
動
と
勇
気
を

与
え
、
母
校
の
絆
を
い
っ
そ
う
強
め
る
出
来

事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
校
友
会
は

一
丸
と
な
り
運
動
部
・
学
芸
部
・
同
好
会
皆

さ
ん
の
活
動
と
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
代
表
さ
れ
る
学
術

活
動
を
在
校
生
と
の
協
働
と
い
う
形
で
応
援

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
の
第
50
回
会
報
よ
り
、
校
友

会
の
情
報
発
信
は
紙
面
中
心
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
主
体
へ
と
移
行
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
毎
年
発
行
の
「
会

報
」
の
み
な
ら
ず
「
校
友
会
の
日
々
の
活
動
」

な
ど
が
一
覧
で
き
、「
母
校
へ
の
寄
付
行
為
」

も
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
「
校
友
会
へ
の
ご
連
絡
・
ご
意
見

等
」
も
お
送
り
い
た
だ
け
ま
す
。

社
会
は
今
、か
つ
て
な
い
速
さ
で
変
化
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
生
成
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

の
進
展
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
と
情
報
の

伝
達
や
交
流
の
形
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
、
在
校

生
の
様
々
な
活
躍
な
ど
母
校
の
近
況
を
タ
イ

ム
リ
ー
お
伝
え
す
る
と
共
に
、
4
万
人
を
超

え
る
校
友
会
員
が
互
い
に
交
流
で
き
る
新
た

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
築
き
世
代
を
超
え

て
つ
な
が
る
温
か
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
在
校
生
・
卒
業
生
・
教
職
員
が
三

位
一
体
か
ら
な
る
校
友
会
員
相
互
の
親
睦
と

団
結
を
図
り
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ

う
に
皆
様
の
積
極
的
参
加
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
校
友
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
本
校
の
た
め
に
あ
た
た
か
い
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
４
８
３
名
の
入
学
者
を
迎
え
、

全
校
生
徒
は
１
３
４
２
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。昨
年
度
は
国
公
立
36
名
合
格
を
は
じ
め
、

難
関
私
立
大
学
に
も
多
数
合
格
し
ま
し
た
。

昨
年
度
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
文
理
融
合
基
礎
枠
（
開

発
型
）
で
、
全
国
国
公
立
私
立
高
等
学
校
中

13
校
の
一
つ
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
松
商
学

園
で
は
文
理
教
科
を
横
断
し
て
「
探
究
教

育
」「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
」「
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
4
つ
の

テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
探
究
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。3
月
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
成
果
発
表
会
を
行
い
、

1
年
間
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
年
度

長
野
県
学
生
科
学
賞
に
お
い
て
「
長
野
県
松

本
市
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
ア
カ
ボ
シ
ゴ

マ
ダ
ラ
と
在
来
種
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
・
ゴ
マ
ダ

ラ
チ
ョ
ウ
の
棲
み
分
け
に
関
す
る
考
察
」
が

県
教
育
委
員
会
賞
（
長
野
県
3
位
に
相
当
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
10
月
に
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
中
間

発
表
会
が
あ
り
、
運
営
指
導
委
員
の
先
生
に

助
言
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指

し
3
月
の
成
果
発
表
会
に
向
け
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
4
月
よ
り
通
信
制
課
程
を
松
本
大

学
の
新
村
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
校
し
ま
し
た
。

新
入
生
24
名
を
含
む
40
名
程
度
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
全
国
で
も
数
少
な
い
大
学
連
携
型

の
狭
域
通
信
制
高
校
で
す
。
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
を
自
由
に
利
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
大

学
生
た
ち
や
教
授
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通

じ
て
多
様
な
経
験
が
で
き
る
の
が
特
徴
で

す
。ク

ラ
ブ
活
動
で
は
、
硬
式
野
球
部
が
4
年

ぶ
り
甲
子
園
出
場
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

が
全
国
高
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
大
会
の

ミ
リ
タ
リ
ー
部
門
で
2
年
連
続
優
勝
、
ス

キ
ー
で
は
2
名
が
全
国
選
抜
大
会
で
回
転
、

大
回
転
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
１
４
９
名
が
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

変
わ
り
ゆ
く
社
会
情
勢
に
い
ち
早
く
対
応

で
き
る
よ
う
な
教
育
を
今
後
も
進
め
て
い
き

ま
す
。
校
友
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
今
後
も
承
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
は
校
友

会
か
ら
特
別
活
動
奨
励
金
を
い
た
だ
き
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ
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マ
ッ
ク
ス
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反
省
・
感
謝

着
任
の
あ
い
さ
つ

校
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
は
学
園
運
営
に
対
し
、

ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
き
ま

し
た
が
、
高
校
で
は
硬
式
野
球
部
が
４

年
ぶ
り
の
甲
子
園
「
第
１
０
７
回
全
国

高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
」
へ
出
場

し
、
私
も
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
か
ら
生

徒
や
多
く
の
校
友
と
声
援
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
甲
子
園
へ
の
出
場

に
対
し
、
校
友
の
皆
様
に
ご
寄
付
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
か
ら

ご
支
援
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
校
友
の
絆
の
強
さ
を
心
強
く

確
認
で
き
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
我
が
硬
式
野
球
部
に
、
地
域
の
皆
様

の
期
待
が
大
き
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
感
じ
た
夏
で
し
た
。

ま
た
、
本
校
は
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
、
そ
し
て
学
び
に
お
い
て
も

輝
か
し
い
功
績
を
あ
げ
、
文
武
両
道
で

多
彩
な
生
徒
の
存
在
を
全
国
に
知
ら
し

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
最
先
端
の

理
数
教
育
を
行
い
な
が
ら
、
大
学
と
一

緒
に
共
同
研
究
を
し
た
り
、
国
際
性
を

育
む
た
め
の
研
修
を
実
践
し
た
り
様
々

こ
の
度
、
学
校
法
人
松
商
学
園
の
一

員
と
し
て
、
松
本
秀
峰
中
等
教
育
学
校
の

校
長
に
就
任
し
て
か
ら
半
年
余
り
が
経
ち

ま
し
た
。
私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
ま

れ
育
ち
、
教
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
も
同

地
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
教
育
に
携

わ
っ
て
35
年
の
う
ち
大
半
を
日
本
で
過
ご

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
校
長
と
し
て
は
こ

こ
が
三
校
目
と
な
り
ま
す
。

長
い
歴
史
と
明
る
い
未
来
を
持
つ
学
校

法
人
松
商
学
園
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
信
州
の

豊
か
な
自
然
と
温
か
な
地
域
社
会
に
家
族

と
と
も
に
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
こ
の

地
を
終
の
住
処
と
し
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

松
商
学
園
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
場
面
で
、
学
校
法
人
松
商
学

園
の
新
た
な
一
員
で
あ
る
松
本
秀
峰
中
等

教
育
学
校
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
励

ま
し
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

松
本
秀
峰
中
等
教
育
学
校
は
２
０
１
０

年
の
開
校
以
来
、
学
力
の
み
な
ら
ず
人
間

性
育
成
の
面
で
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
次
の
3

つ
の
柱
を
も
と
に
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

•�

学
力
達
成
：
夢
の
実
現
に
つ
な
が
る
進

学
指
導
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

•�

育
成
ビ
ジ
ョ
ン
：
人
間
力
を
育
み
、
社

な
活
動
を
行
う
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
北
信

越
地
区
の
私
立
高
校
で
は
初
の
選
定
を

受
け
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
創
造
性
や
独

創
性
を
伸
ば
す
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
年
度
開
設
し
た
通
信

教
育
課
程
は
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い

大
学
連
携
型
の
狭
域
通
信
制
高
校
で
、

松
本
市
新
村
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
松

本
大
学
の
施
設
を
学
び
の
場
と
し
、
世

代
の
異
な
る
大
学
生
た
ち
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
多
様
な
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
る
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
以
上

の
よ
う
に
、
多
様
な
生
徒
を
受
け
入
れ

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
長
野

県
内
の
私
立
高
校
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
生
徒
数
を
誇
っ
て
お
り
、
実
に
頼
も

し
い
限
り
で
す
。

学
校
法
人
松
商
学
園
の
建
学
の
精
神

で
あ
り
ま
す
「
自
主
独
立
」
の
旗
の
下
、

地
域
社
会
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
有
意
な

人
材
を
送
り
出
す
た
め
に
、
校
友
会
の

皆
様
と
共
に
、
意
を
注
い
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
校
友
会
の
皆

様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
学

校
法
人
松
商
学
園
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
支
援
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

•�

学
校
生
活
充
実
：
6
年
間
の
充
実
し
た

日
々
の
中
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
可

能
性
を
開
花

２
０
２
４
年
度
に
は
募
集
定
員
を
80
名

か
ら
１
０
５
名
に
拡
大
し
、
首
都
圏
入
試

も
開
始
い
た
し
ま
し
た
。今
後
5
年
間
で
、

本
校
は
小
規
模
校
か
ら
中
規
模
校
へ
と
成

長
を
遂
げ
、
松
本
地
域
へ
の
新
た
な
人
の

流
れ
を
生
み
出
す
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

松
本
秀
峰
中
等
教
育
学
校
は
、
松
商
学

園
高
等
学
校
の
精
神
と
伝
統
を
受
け
継
い

で
誕
生
し
た
学
校
で
す
。
そ
の
絆
を
い
つ

ま
で
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
は
こ
の

地
域
に
お
け
る
教
育
の
中
核
と
し
て
、
学

校
法
人
松
商
学
園
を
さ
ら
に
力
強
く
支

え
る
存
在
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
兄

弟
校
と
し
て
、
松
商
学
園
高
等
学
校
の
輝

か
し
い
未
来
を
と
も
に
築
い
て
い
け
る
よ

う
、
私
た
ち
も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会
の
皆
様
へ

─
─
私
た
ち
は
同
じ
学
校
法
人
の
一
員
で

す
。
ぜ
ひ
お
時
間
の
あ
る
と
き
に
、
本
校

の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
い

く
か
、
実
際
に
ご
来
校
の
う
え
教
育
現
場

を
視
察
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後

と
も
、
松
本
秀
峰
中
等
教
育
学
校
の
挑
戦

と
成
長
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【退職】 
後藤 玄樹（英語）／中平 大志（数学）

教職員人事の
お知らせ

【新任】 
島 　寛（英語）／武田 英雄（数学）
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令和 6年度決算報告書・令和 7年度予算書 決算：自　令和 ６ 年４月１日・至　令和 ７ 年３月 31 日
予算：自　令和 ７ 年４月１日・至　令和 ８ 年３月 31 日

【一般会計】
（単位：円）

科  　 目 R６年度決算額 R７年度予算額

総 会 費 1,377,390 1,500,000

会 議 費 259,073 400,000

会 報 発 行 費 3,362,365 3,500,000

委 員 会 活 動 費 165,026 250,000

組 織 活 動 費

支 部 助 成 金 398,240 500,000

連携・支援事業助成金 160,270 300,000

校友の店ＨＰ作成料 23,100 600,000

特 別 活 動 奨 励 金 541,000 1,200,000

記 念 品 費 404,800 380,160

慶 弔 費 326,824 350,000

事 務 委 託 費 960,000 960,000

事 務 局 費 284,321 600,000

通 信 費 469,355 500,000

旅 費 交 通 費 20,000 30,000

リ ー ス 料 146,740 195,360

振 込 手 数 料 40,115 50,000

連 合 会 負 担 金 80,000 80,000

校 友 会 奨 学 金 1,299,544 2,700,000

予 備 費 158,470 560,002

次 年 度 繰 越 金 1,200,222 0

合　計 11,676,855 14,655,522

（単位：円）
科  　 目 R６年度決算額 R７年度予算額

前 年 度 繰 越 金 734,084 1,200,222

維 持 年 会 費 699,000 700,000

総 会 費 682,000 800,000

預 金 利 息 395 300

Ｍ Ｂ Ｃ の 店 入 会 金 60,000 200,000

Ｍ Ｂ Ｃ の 店 更 新 料 0 255,000

雑 収 入 466,120 500,000

入会金（終身会計）繰入 9,035,256 11,000,000

合　計 11,676,855 14,655,522

収入 支出

　令和 7 年 5 月 17 日（土） 午後 3 時 30 分よりホテルブエ
ナビスタにおいて、令和 7 年松商学園高等学校校友会総会 
及び、懇親会が多数のご来賓と校友のご出席をいただき 
盛大に開催されました。令和 6 年度決算・令和 7 年度 
予算・令和 7 年度事業計画につき承認されました。次の 
とおりご報告いたします。

【入会金会計（終身会計）】
（単位：円）

科  　 目 R６年度決算額 R７年度予算額

前 年 度 繰 越 金 13,702,039 13,589,625

入 会 金  （ 在 校 生 ） 8,626,000 9,700,000

入 会 金  （ 卒 業 生 ） 490,000 250,000

預 金 利 息 7,411 5,000

合　計 22,825,450 23,544,625

収入
科  　 目 R６年度決算額 R７年度予算額

一 般 会 計 へ 繰 出 9,035,256 11,000,000

入 会 金 返 金 200,000 200,000

振 込 手 数 料 569 1,000

周 年 事 業 積 立 金 0 1,000,000

次 年 度 繰 越 金 13,589,625 11,343,625

合　計 22,825,450 23,544,625

支出 （単位：円）

令和７年 総会
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令和 7 年度 事業計画

令和8年　松商学園高等学校校友会総会のご案内
期　日：令和 8 年 5 月 16 日（土）　　総  会：午後 3 時 30 分　　懇親会：午後 5 時 00 分
会　場：ホテルブエナビスタ（松本市本庄１-２-１　電話 0263-37-0111）
当番幹事：�島立支部と卒業回数 84・94・95・105 回の皆様、ご協力をお願いいたします。

4月

松商学園高等学校入学式・開校記念式典
会計監査
三役会
組織活動委員会
事業活動委員会

5月
令和7年度定期総会  5月17日(土)
女性委員会
常任役員会

6月
校友会選出学校法人評議員との懇談会
三役会
総務企画委員会

7月

校友会役員と学校側（校長･教頭･事務長）との第1回懇談会
常任役員会・学年代表幹事・支部長との合同会議
組織活動委員会
事業活動委員会（ゴルフ大会）
全国大会出場選手特別活動奨励金・校友会奨学金授与式
松商祭への協力

8月

三役会
委員長会
事業活動委員会（ゴルフ大会/校友会報）
総務企画委員会

9月

第31回松商校友会ゴルフ大会開催（穂高CC）  9月6日（土）
事業活動委員会
組織活動委員会
総務企画委員会

10月

MBC（校友の店）情報交換会  10月25日（土）深志神社梅風閣
クラスマッチ景品贈呈式
歴代PTA会長会
事業活動委員会（校友会報）
総務企画委員会

11月

三役会
常任役員会・学年代表幹事・支部長との合同会議
校友会選出学校法人評議員との懇談会
校友会役員と学校側（校長･教頭･事務長）との第2回懇談会

12月
三役会
松本城清掃ボランティア
新卒業生への校友会説明会

R8 
1月 三役会

2月
委員長会
女性委員会

3月

事業活動委員会
総務企画委員会
校友会選出学校法人評議員との懇談会
卒業生への記念品贈呈（証書ホルダー）
全国大会出場選手特別活動奨励金・校友会奨学金授与式

校友会支部・学年会活動報告

会　　　長	 恩田　弘志（70）

監　　　事	� 中原　信一（59）	 山本　文彦（73）	 丸山　新吉（77）

副　会　長	� 小山　直子（75）	 濱　　洋一（77）	 赤羽　勝巳（82）

幹　事　長	� 倉科　勝啓（93）

事 務 局 長	� 井口　利恵（83）

副事務局長	� 鈴木麻衣子（90）	 西澤　芳浩事務長	 百瀬　秀俊教諭

事業活動委員会	� 荒井　達雄（86）〈委員長〉　長澤　　勲（90）〈副幹事長〉 
千野　洋二（93）	 太田　亮三（101）	 高橋　謙太（107） 

小川　尚子（94）

女性委員会	� 寺島　公栄（72）〈委員長〉　原　登美子（71）〈副幹事長〉 
小澤さゆ子（75）	 石川　信恵（86）	 清澤　夕子（94）

組織活動委員会	� 手塚　貴雄（82）〈委員長〉　平林　孝一（83）〈副幹事長〉 
敦森　弘子（85）	 丸山　明男（86）	 竹渕　雅樹（102）

総務企画委員会	� 清水　敬司（75）〈委員長〉　木澤　勝誠（90）〈副幹事長〉 
田原利加子（84）	 太田　　章（75） 

山田　忠幸（91）〈副幹事長〉

校友会役員一覧　※（）は卒業回

◆  支  部  ◆
令和６年
  2月17日	 松商学園関西校友会開催
  6月15日	 京浜校友会総会（日本教育会館・喜山倶楽部）
令和７年
  2月27日	 本郷支部総会（東石川旅館）

◆  学 年 会  ◆
令和６年
  10月5日	 78回生還暦同窓会（ホテルモンターニュ松本）
  11月2日	 93回生卒業30周年記念式典（ホテルブエナビスタ）
  11月16日	 82回生還暦同窓会（松本深志神社「梅風閣」）
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学校法人松商学園　理事長 田口敏子 64回
松商学園高等学校校友会　会長 恩田弘志 70回
学校法人松商学園　常務理事 岩渕道男 73回
松本大学同窓会　会長 山崎信市 短卒
松商学園高等学校　理事 林新一郎 66回
松商学園高等学校　理事 田内光一 69回
学校法人松商学園　理事 丸山正芳 72回
学校法人松商学園　法人事務局長 青島金吾 短卒
学校法人松商学園　元常務理事 髙山一栄 56回
松商学園高等学校校友会　副会長 小山直子 75回
松商学園高等学校校友会　副会長 濱　洋一 77回
松商学園高等学校校友会　副会長 赤羽勝巳 82回
松商学園高等学校校友会　幹事長 倉科勝啓 93回
松商学園高等学校校友会　事業活動委員長 荒井達雄 86回
松商学園高等学校校友会　事業活動委員 千野洋二 93回
㈱豊島屋 林新一郎 66回
食事処　くろ門 宮坂吉和 66回
㈲グリム 竹内久二 67回
㈲リカーハウスながはら 永原　力 67回
㈱恩田地建 恩田弘志 70回
(有)中村モータース 寺島公栄 72回
伊原漆器専門店 佐々木一郎 74回
おきクリーニング店 隠岐冨士弘 74回
㈲小山はかり工場 小山直子 75回
ハマ園芸㈱ 濱　洋一 77回
㈱アイシンク 赤羽勝巳 82回
スナック　零 大澤千秋 82回
㈲清水製麺所 清水克海 83回
(有)インテリアひらばやし 平林孝一 83回
㈱コクエイ 荒井達雄 86回
㈲丸山菓子舗 丸山明男 86回
ゴルフパートナー松本西店 小石雅之 101回
サントリー塩尻ワイナリー 伊藤一寛 108回
穂高カントリークラブ

■ 協賛者一覧（敬称略）■

初
秋
の
秋
空
の
下
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ

第
31
回
松
商
学
園
校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会
が

穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
９
月
６
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
昨
年
を
上
回
る
1
4
0

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
良
き
交
流
の
大

会
が
行
わ
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
関
連
企
業
様
、
他
多
く
の
協

賛
が
得
ら
れ
充
実
し
た
大
会
に
な
り
ま
し

た
。本

年
度
も
ゴ
ル
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
様
の
協

賛
に
よ
る
ワ
ン
オ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
い

多
く
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
が
集
ま
り
ま
し

た
。
市
民
タ
イ
ム
ス『
思
い
や
り
Ｂ
Ｏ
Ｘ
』

を
通
し
て
地
域
の
教
育
等
の
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
た
。

成
績
に
つ
い
て
は
優
勝
は
95
回
生
の
岡

澤
克
則
さ
ん
、
準
優
勝
は
89
回
生
の
宮
澤

久
佳
さ
ん
。
学
年
別
で
は
68
回
生
、
支
部

で
は
今
井
支
部
の
優
勝
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

次
回
32
回
大
会
は
趣
向
を
変
え
、
令
和

8
年
９
月
5
日（
土
）松
本
浅
間
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
年

に
も
増
し
多
く
の
皆
様
の
参
加
、
ご
支
援

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

松
商
学
園
校
友
会

　
　
　
　

事
業
活
動
委
員
会
委
員
長

�

荒
井 

達
雄

■
成
績 

■

個
人
戦
（
参
加
１
３
４
名
）

優　

勝

岡
澤
克
則

95
回

準
優
勝

宮
澤
久
佳

89
回

第
3
位

飯
田
博
文

72
回

第
4
位

古
田
元
秀

67
回

第
5
位

小
松
俊
道

68
回

第
6
位

柳
沢
幸
男

84
回

第
７
位

桑
島
正
康

短
大

第
8
位

田
口
　
圭

86
回

第
９
位

千
葉
智
弘

102
回

第
10
位

笠
原
建
之

85
回

団
体
戦
（
学
年
対
抗
）

優　

勝

68
回
生

準
優
勝

65
回
生

第
3
位

67
回
生

松
商
学
園

高
等
学
校

校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会

第31回

団
体
戦
（
支
部
対
抗
）

優　

勝

今
井
支
部

準
優
勝

豊
科
支
部

第
3
位

穂
高
支
部
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学校の紹介
松商学園高等学校キャリアサポートセンターからのご案内

開催日時：2026年2月5日（木）16：00～17：15
予約期限：2026年2月4日（水）17：00
開催方法：ZOOMウェビナー（事前予約が必要です）
対 象 者：松商学園高校を卒業した大学・短大・専門

学校の1～3年生、大学院生
内　　容：長野県での就活の進め方（選考対策編）、

エントリーシートの書き方、
先輩就活生の声など

エントリーシート添削
面接アドバイス公務員・教員採用情報 WEBセミナー開催 インターンシップ情報

松商学園キャリアサポートセンターでは卒業生のために、キャリアコンサルタントによるキャリア相談や、Uターン・
長野県就活支援を行っています。在籍校の就職支援に加え、ぜひ当センターもお気軽にご活用ください。

松商学園高等学校を卒業した 大学・短大・専門学校生限定

卒業生の就職活動をサポートします！！卒業生の就職活動をサポートします！！
こんなことありませんか？

所属している大学では
Uターン・長野県

就職情報が得られない
個別に相談したいけど
気軽に相談できない

長野県にどんな企業が
あるのか知りたい

https://zoom.us/webinar/register/WN_CHW20grQRa-ig15cu0NfRg

1
ウインターセミ

ナー

3
SNSによる情

報配信

2
個別相談、エン

トリーシート・

面接アドバイス

お問い合わせ先 〒390-8515 長野県松本市県3丁目6番1号
TEL：0263-44-1020（平日9：00～16：00）  Mail：career@matsusho-h.ed.jp

松商学園キャリアサポート

ホームページ

松商学園キャリアサポートセンター

年間を通じて、就活全般、長野県の企業情報、公務員・教員採用、イン
ターンシップ、エントリーシート添削・面接アドバイスなど、就活の第一歩
から丁寧にお話を伺いますので、まだ何も決められていない方、低学年
の方も安心してご相談ください。また、保護者の方からのご相談もお受
けしています。
相談を希望される方は以下の相談予約フォームからお申し込みくださ
い。受付後に相談日程など詳細をメールにて返信します。

相談方法：ZOOM等によるオンライン相談のほか、
ご要望により電話やメール相談、帰省時
等の対面も可能です

対 象 者：松商学園高校を卒業した大学院・大学・
短大・専門学校の在学生（一度就職をした
第二新卒Uターンの方も歓迎）

松商学園キャリアサポートセンターからのお知らせや就活に役立つ情報を、最新の松商学園の写真と
共に配信しています。長野県の就活イベント情報やキャリアサポートセンターのイベントなども随時お知
らせしています。就活生はもちろん、大学 1・2年生も早めの情報収集のためにぜひフォローをお勧め
します。母校の様子を知りたい方もぜひご登録ください。

Instagram
公式アカウント

まずはお気軽に相談予約フォーム、メール、電話でお問い合わせください

@matsusho_career

Threads 
公式アカウント

LINE 
公式アカウント

@613YSVCHmatsusho_career
LINEの「友だち追加」からID検索するかQRコードをスキャンしてください

今すぐフォロー! 今すぐ登録!
長野県内の就活
イベントを配信!

https://forms.gle/4kjrJJKYXbMMDPrz5

予約はコチラ▶

予約はコチラ▶

要予約

相談予約フォームウインターセミナー予約フォーム

いつでも相談できます!
エントリーシート
対策におすすめ！

Web Web対面TELmailWeb

要予約
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令和7年11月30日

普通科文理コースが変わります普通科文理コースが変わります
　2026年度入学生から文理コースが２つの類型から選べるようになります。どちらのコースもＳＳＨ対象
であり理系も選択できます。難関校への入学を目指しながら部活動を両立したり、遠距離通学もしやすく
なります。自分のやりたいことに合わせて選べます！

2026年4月
START

松商学園は
スーパーサイエンスハイスクール２年目を迎えました

松商学園は
スーパーサイエンスハイスクール２年目を迎えました

本学の探究活動が国に認められ、さらにパワーアップした探究活動が行えます。

松商学園ＳＳＨには多様な学び・体験がたくさんあります。自分にぴったりの探究がきっと見つかります。

高等学校で、最先端の理数教育を行いながら、大学と一緒に共同研究をしたり、国際性を育むための研修を実施
したり様々な活動を進めています。SSHに指定されると、国からの補助金を受けて、より深い探究活動ができるよう
になります。今年度から、みなさんが学びたい活動を学校や国がバックアップする体制が整い、みなさんの創造性や
独創性をさらに伸ばすための取り組みを行っています。

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）とは

※長野県内では、諏訪清陵高校、屋代高校、飯山高校に続き４校目の指定。

文部科学省より認定

北信越地区の
私立高校では初

文理コースⅠ類  普通科

１年次から０時限目を含む７時間授業。
基礎学力を固め、２年次からは「文系」「理系」に分かれて実践力
を伸ばします。
多様な夢や目標をもった仲間と互いに刺激し合い、勉強とクラブ
活動の両立を図りながら進路実現を目指します。

SSH
対象  文理コースⅡ類普通科

０時限目がなく、１日６時間授業。
朝の時間を有効に使えるので、勉強はもちろんクラブ活動にも
全力で取り組めます。
１年次で学習習慣を身につけ、２年次からは「文系」「理系」に
分かれて、希望進路に合わせた学びを深めます。

SSH
対象

東京大学天文学研修国際共同発表アサヒ飲料賞受賞ＳＳＨ全国大会参加

ハワイ研修研究発表会

※Ⅱ類で２年次に理系を希望した場合は、７時間授業となります

時間割

類系選択

カリキュラム

Ⅰ　類 Ⅱ　類

１年次より７時間授業 １年次より６時間授業

2 年次より文系・理系選択 2 年次より文系・理系選択

一般受験、大学入学共通テストに対応するカリキュラム 進路選択に応じた柔軟な科目履修を可能にしたカリキュラム
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4月より開校した通信制課程は、松本大学キャンパスが主な学びの場です。目標やライフ
スタイルに応じて、通学回数が異なる2 つのコース（標準と集中）から選択でき、メタバー
ス環境の提供をはじめとして充実の ICT 環境と、開放感にあふれた大学キャンパスで学べ
ることが大きな特徴です。希望に寄り添うキャリア支援も充実しています。特別活動は
松本大学の地域づくり考房「ゆめ」の城下町フィールドワークや安曇野廃線敷フィールド
ワークに参加するなど、大学生と交流しながら社会性を育みます。

特別活動特別活動
大学と連携した特別活動で充実したキャンパスライフを送ることができます

お問い合わせ先

2025年4月START！
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令和7年11月30日

2025夏 甲子園出場

執
念
　〜 

一
球
に
懸
け
る
想
い 

〜

硬
式
野
球
部 

監
督

　松
宗

　勝

２
０
２
５
年
夏
、硬
式
野
球
部
は
4
年
ぶ
り
38

回
目
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。甲
子
園
出
場
そ
し
て
甲
子
園
で
の
戦
い
に
は

多
く
の
方
々
の
応
援
、思
い
が
力
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
チ
ー
ム
は「
執
念
〜
一
球
に
懸
け
る
想

い
〜
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、応
援
さ
れ
る
チ
ー

ム
を
目
指
し
て
戦
い
ま
し
た
。秋
の
大
会
、春
の
大

会
と
思
う
よ
う
な
結
果
を
出
せ
ず
に
い
ま
し
た

が
、選
手
全
員
が
勝
つ
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か

を
真
剣
に
考
え
、一
球
を
大
切
に
練
習
を
積
み
重

ね
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。組
み
合
わ
せ

抽
選
が
行
わ
れ
、開
幕
戦
を
引
い
た
そ

の
日
か
ら「
松
商
で
始
ま
っ
て
松
商
で

終
わ
る
大
会
に
し
よ
う
」と
全
員
で
心

を
一
つ
に
し
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

個
々
の
能
力
が
高
く
な
く
て
も
チ
ー

ム
で
心
を
一
つ
に
ま
と
ま
れ
ば
大
き

な
力
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
選
手
が

証
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、組
み

合
わ
せ
抽
選
札
が
39
番
で
あ
っ
た
た

め「
39
大
作
戦
」を
掲
げ
ま
し
た
。「
生

活
で
き
て
い
る
こ
と
」「
野
球
が
で
き

て
い
る
こ
と
」が
当
た
り
前
で
は
な

く
、多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
戦
お
う
と
い
う
意
志

を
示
し
た「
39（
サ
ン
キ
ュ
ー
）」、そ

し
て
野
球
部
ス
タ
ッ
フ
が
39
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
さ
ら
に
そ
の
士
気
を
高
め
ま
し

た
。（
小
林
野
球
部
長
が
3
月
9
日
生

ま
れ
、松
本
コ
ー
チ
が
開
幕
戦
誕
生
日

で
39
歳
、中
島
コ
ー
チ
の
名
前
が
海
久

（
み
く
→
39
）、偶
然
に
も
私
自
身
の
監

督
公
式
戦
通
算
勝
利
が
優
勝
し
た
こ

と
に
よ
り
39
勝
）

甲
子
園
で
は
紙
一
重
の
戦
い
を
制
す
る
こ

と
が
で
き
ず
に
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、

３
万
３
千
人
と
い
う
大
観
衆
の
中
で
野
球
が
で
き

た
こ
と
は
幸
せ
な
瞬
間
で
し
た
。来
年
の
夏
は
長

野
県
大
会
連
覇
、日
本
一
を
目
標
に
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
し
て
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、多
く
の
卒
業
生
の
皆
さ

ん
の
応
援
の
お
陰
で
野
球
部
は
励
ま
さ
れ
、前
を

向
い
て
活
動
で
き
て
い
ま
す
。注
目
さ
れ
る
存
在
、

勝
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
存
在
で
は
あ
り
ま
す

が
、在
校
生
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
高
校
生

活
、野
球
部
で
の
活
動
に
な
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
は
、
全
国
ダ
ン
ス

ド
リ
ル
選
手
権
大
会
で
見
事
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
今
回
の
演
技
テ
ー
マ
は
【
覚
悟
】。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
と
向
き
合
い
、
仲
間
を

信
じ
、
限
界
を
超
え
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
練
習
で
は
技
の
完
成
度
だ
け
で
な
く
、

表
現
力
や
チ
ー
ム
と
し
て
の
一
体
感
を
追

求
。
23
名
の
部
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
作

り
上
げ
た
演
技
は
、
観
る
人
の
心
を
震
わ
せ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
感
動
を
届
け
ら
れ
る

チ
ー
ム
を
目
指
し
て
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

「
人
と
し
て
成
長
し
合
え
る
部
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
形
式
の
練

習
で
は
な
く
、
選
手
自
ら
が
考
え
、
行
動
す

る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
体
制
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。（
Ｒ
７
：
県
総
体
団
体
ベ
ス
ト
8
、
伊

林
・
江
津
ペ
ア
中
信
地
区
新
人
戦
優
勝
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
男
子
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）
は
、
3
年
4

名
、
2
年
4
名
、
1
年
9
名
の
計
17
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ
ス
ト
4

を
目
指
し
て
、
基
礎
固
め
を
中
心
と
し
た
練

習
を
、
平
日
は
2
時
間
週
4
日
、
土
日
は
両

日
と
も
1
日
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
団
体
戦
で
は
冬
の
新
人
、
選
抜
、
夏
の
総

体
で
全
て
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
個
人
戦

で
は
総
体
5
連
覇
中
で
す
。「
自
分
ら
し
く
、

笑
顔
で
前
進
、
全
て
に
感
謝
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
県
大
会
で
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
で

勝
て
る
チ
ー
ム
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
女
子
）

部
活
紹
介

〈
全
国
高
校
選
抜
大
会
〉

藤
井　

優
采　

3
位
入
賞

〈
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
〉

（
女
子
）

藤
井　

優
采　

4
位
入
賞

川
﨑　

心
愛　

6
位
入
賞

岩
垂　

千
世　

7
位
入
賞

（
男
子
）

川
口　

祐
太
朗　

5
位
入
賞

�　

男
女
7
名
が
出
場
し
、
3
年
生
4
名
が

入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

〈
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〉

川
口　

祐
太
朗　

準
優
勝

全
国
の
舞
台
で
3
年
生
が
大
活
躍
を
し
ま

し
た
！
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令和7年11月30日

３
年
：
女
子
８
名
、
２
年
：
女
子
４
名
、

１
年
：
男
子
５
名
、
女
子
４
名
の
部
員
で
隣

の
源
池
小
学
校
体
育
館
を
メ
イ
ン
に
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
長
野
県
高

校
総
体
で
は
女
子
学
校
対
抗
準
優
勝
、
個
人

戦
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。
１
年
生
は
本
校
入
学
か
ら
始
め
た
生
徒

も
多
い
で
す
が
、
素
直
で
向
上
心
の
あ
る
生

徒
が
多
く
、め
き
め
き
と
上
達
し
て
い
ま
す
。

「
周
囲
の
方
々
か
ら
応
援
さ
れ
る
よ
う
な
人

間
性
の
育
成
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

陸
上
競
技
部
短
距
離
班
は
、
短
距
離
・
跳

躍
・
投
擲
種
目
に
取
り
組
む
約
40
名
の
部
員

が
所
属
し
て
い
ま
す
。
日
曜
と
水
曜
を
休
養

日
と
し
、
週
５
日
、
松
商
学
園
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
自
己

記
録
の
更
新
を
目
標
に
互
い
に
高
め
合
い
、

毎
年
多
く
の
選
手
が
北
信
越
大
会
に
出
場
。

今
年
は
男
子
走
幅
跳
と
女
子
４
０
０
ｍ
で
全

国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

陸
上
競
技
部
の
中
長
距
離
班
は
、
ト

ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
の
８
０
０ｍ
・
１
５
０
０ｍ
・

３
０
０
０ｍ
・
５
０
０
０ｍ
・
３
０
０
０ｍ
障
害

陸
上
競
技
部（
短
距
離
班
）

陸
上
競
技
部（
中
長
距
離
班
）

３
年
生
21
名
、
２
年
生
19
名
、
１
年
生
24

名
の
64
名
で
「
音
楽
活
動
を
通
し
て
人
間
的

に
成
長
す
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

毎
年
６
月
に
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
し
て
い
る
第
35
回
定
期
演
奏
会
に
加
え
、

今
年
は
５
月
の
能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
吹

奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
（
福
井
県
）
や
10
月
の
第

１
回
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
県
内

外
を
問
わ
ず
音
楽
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

吹
奏
楽
部

の
種
目
に
出
場
す
る
他
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

駅
伝
競
走
大
会
に
も
出
場
し
、
県
大
会
で
の

上
位
入
賞
、
北
信
越
大
会
、
全
国
大
会
出
場

を
狙
い
日
々
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

長
距
離
競
技
の
特
性
と
向
き
合
い
、
厳
し

い
練
習
に
も
仲
間
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
高

い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。在
学
中
で
の
活
躍
に
と
ら
わ
れ
ず
、

将
来
の
箱
根
駅
伝
ラ
ン
ナ
ー
や
実
業
団
ラ
ン

ナ
ー
、
長
野
県
を
代
表
す
る
ラ
ン
ナ
ー
を
目

指
し
地
道
に
真
面
目
に
部
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
松
商
吹
部
と
い

え
ば
野
球
応
援
！　

長
野
県
大
会
で
５
回
、

甲
子
園
で
１
回
応
援
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
音
楽
活
動
を
通
し
、

音
楽
で
地
域
や
学
校
に
貢
献
す
る
喜
び
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
８
月
の
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
長
野
県
大
会
で
は
金
賞
５
位
を
受
賞
し
ま

し
た
。
目
標
と
し
て
い
た
東
海
大
会
出
場
ま

で
あ
と
一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年

こ
そ
は
創
部
初
の
東
海
大
会
出
場
を
果
た
す

た
め
に
、よ
り
一
層
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
全
員
が
レ

ギ
ュ
ラ
ー
」
で
す
。
大
人
数
で
す
が
、
一
人

ひ
と
り
に
役
割
が
あ
り
、
全
員
が
輝
く
部
活

動
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
技
術
部（
通
称
Ｂ
Ｉ
Ｔ
部
）

は
、
珠
算
部
を
軸
に
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ブ
が

集
ま
っ
て
発
足
し
た
商
業
系
の
ク
ラ
ブ
活
動

で
す
。
現
在
は
普
通
科
も
含
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

を
学
ぶ
場
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
松

商
祭
で
は
「
五
介
珈
琲
本
舗
～
松
本
の
未
来

を
考
え
る
～
」
と
題
し
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
地
域
経
済
に
つ
い
て
語
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
魅
力
を

伝
え
る
販
売
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
企

業
と
の
共
同
商
品
開
発
や
あ
め
市
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
で
の
販
売
実
習
等
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
技
術
部

３
年
１
組
小
林
千
奈
乃
さ
ん
は
、
今
年

８
月
山
口
県
下
関
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
新
体
操
大
会
に
お
い

て
、
個
人
総
合
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
１

年
次
は
５
位
、
２
年
次
は
４
位
と
、
あ
と
一

歩
の
と
こ
ろ
で
逃
し
て
い
た
表
彰
台
に
遂
に

立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
学
生
の
時
に
、

W
ing

ま
つ
も
と
Ｒ
．Ｇ
．に
所
属
す
る
先
輩
が

出
場
す
る
姿
を
見
て
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

は
目
標
に
し
て
い
た
特
別
な
場
所
で
す
。
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
、

今
回
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
体
操

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

男
子
回
転　
　

川
口
祐
太
朗　

10
位
入
賞

女
子
大
回
転　

澤
村　

玲
奈　

10
位
入
賞

全
国
高
校
選
抜
大
会

男
子
回
転　
　

川
口
祐
太
朗　

優
勝

女
子
大
回
転　

澤
村　

玲
奈　

優
勝

澤
村
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
選
出
さ

れ
世
界
の
レ
ー
ス
に
日
本
代
表
と
し
て
戦
っ

て
い
き
ま
す
。

川
口
は
、
ス
キ
ー
と
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
の
二
刀
流
で
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

昇
り
つ
め
ま
し
た
。

ス
キ
ー
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松商学園高等学校 令和６年度卒業生進路状況
進路の大別

区 分
科 別 就職者 進学者 その他

（浪人・家居・海外） 卒業生数

商業科
男 4 32 0 36
女 3 81 0 84

普通科
男 7 152 18 177
女 0 154 8 162

計 14 419 26 459

就職先の内訳
区 分

科 別

業種別 地域別

金融・保険 運輸・通信 販売・商事 生産 サービス 公務・公共 その他 計 管内 県内 県外 計

商業科
男 1 1 2 4 4 4
女 2 1 3 2 1 3

普通科
男 5 1 1 7 3 1 3 7
女

計 1 8 1 3 1 14 9 2 3 14

割合で見る進路状況
卒業生数
（人）

大学進学率
（人数）

短大進学率
（人数）

専修学校進学率
（人数）

合計進学率
（人数）

就職率
（人数）

進路確定率
（人数）

商業科

男 36
54%

（65）
18%

（22）
22%

（26）
94%

（113）
6%

（7）
100%

（120）女 84
計 120

普通科

男 177
74%

（250）
3%

（9）
14%

（47）
90%

（306）
2%

（7）
92%

（313）女 162
計 339

合計

男 213
69%

（315）
7%

（31）
16%

（73）
91%

（419）
3%

（14）
94%

（433）女 246
計 459

進学者の内訳
区 分

科 別 四年制大学 短期大学 専修学校 計

商業科
男 28 1 3 32
女 37 21 23 81

普通科
男 133 1 18 152
女 117 8 29 154

計 315 31 73 419

（人） （人）

（人）

㈱佐藤ボデー製作所
佐 藤 古 寿

（65 回卒）0263-25-4832

中国料理 百老亭
出 井 健 太 郎

（95 回卒）0263-32-4220

㈱ マ ル 井
井 口 浩 司

（81 回卒）0263-72-2562

㈱田内工務店
田 内 光 一

（69 回卒）0263-58-2275

㈲ 榑 木 野
吉 澤 麻 斗

（105 回卒）0263-47-4741

サン・フーズ㈱
堤 　 良 一

（92 回卒）0263-48-7411

㈱ け い か く
太 田 大 三

（100 回卒）0263-46-5225

㈱ サ ン プ ロ
青 栁 真 珠

（117 回卒）0263-85-4636

糸　　通
奥 原 　 健

（112 回卒）0263-31-3461

カーショップ Nエース
長 澤 　 勲 （90 回卒）
長 澤 義 晶 （92 回卒）

0263-58-1150

ハ マ 園 芸 ㈱
濱 　 洋 一

（77 回卒）0263-57-8011

㈲インテリア・ヒラバヤシ
平 林 孝 一

（83 回卒）090-3143-5358
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合
格
大
学

国
公
立
大
学

信
州
大
学（
8
）

公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
学（
3
）

長
野
県
看
護
大
学

長
野
大
学

北
海
道
大
学

釧
路
公
立
大
学

秋
田
県
立
大
学

群
馬
大
学

千
葉
大
学

横
浜
市
立
大
学（
2
）

山
梨
大
学（
3
）

都
留
文
科
大
学（
3
）

富
山
大
学

公
立
小
松
大
学

福
井
大
学

滋
賀
県
立
大
学

尾
道
市
立
大
学

徳
島
大
学

高
知
工
科
大
学

長
崎
大
学

私
立
大
学

青
森
大
学

国
際
医
療
福
祉
大
学（
2
）

群
馬
パ
ー
ス
大
学

上
武
大
学（
2
）

高
崎
商
科
大
学

埼
玉
学
園
大
学（
2
）

女
子
栄
養
大
学

城
西
大
学（
2
）

聖
学
院
大
学

東
京
国
際
大
学

東
都
大
学

日
本
医
療
科
学
大
学（
2
）

日
本
薬
科
大
学

文
教
大
学（
3
）

平
成
国
際
大
学

獨
協
大
学（
2
）

国
際
武
道
大
学

淑
徳
大
学

城
西
国
際
大
学

千
葉
商
科
大
学（
4
）

中
央
学
院
大
学

帝
京
平
成
大
学（
3
）

明
海
大
学

麗
澤
大
学

早
稲
田
大
学

上
智
大
学

東
京
理
科
大
学

明
治
大
学（
6
）

青
山
学
院
大
学（
3
）

法
政
大
学（
7
）

立
教
大
学（
5
）

亜
細
亜
大
学（
5
）

杏
林
大
学（
2
）

東
京
電
機
大
学

津
田
塾
大
学（
2
）

嘉
悦
大
学

共
立
女
子
大
学

玉
川
大
学（
2
）

駒
沢
女
子
大
学

駒
澤
大
学（
3
）

工
学
院
大
学

国
士
舘
大
学（
2
）

桜
美
林
大
学（
7
）

実
践
女
子
大
学（
2
）

順
天
堂
大
学

専
修
大
学（
13
）

大
妻
女
子
大
学（
2
）

大
東
文
化
大
学（
12
）

拓
殖
大
学（
3
）

帝
京
科
学
大
学（
2
）

帝
京
大
学（
12
）

東
海
大
学（
8
）

東
京
医
療
保
健
大
学

東
京
家
政
大
学

東
京
農
業
大
学（
6
）

東
京
薬
科
大
学（
4
）

東
洋
大
学（
13
）

二
松
學
舍
大
学

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

日
本
女
子
体
育
大
学（
2
）

日
本
体
育
大
学（
2
）

日
本
大
学（
8
）

武
蔵
野
大
学

文
化
学
園
大
学

文
京
学
院
大
学

北
里
大
学（
4
）

明
治
学
院
大
学（
6
）

明
治
薬
科
大
学

明
星
大
学

立
正
大
学（
2
）

和
光
大
学

國
學
院
大
学

横
浜
薬
科
大
学

関
東
学
院
大
学（
5
）

神
奈
川
大
学（
9
）

洗
足
学
園
音
楽
大
学

麻
布
大
学（
2
）

健
康
科
学
大
学

山
梨
学
院
大
学（
8
）

佐
久
大
学（
5
）

清
泉
大
学（
2
）

長
野
保
健
医
療
大
学（
6
）

松
本
看
護
大
学（
9
）

松
本
歯
科
大
学（
2
）

松
本
大
学（
39
）

新
潟
医
療
福
祉
大
学（
2
）

富
山
国
際
大
学

金
沢
医
科
大
学

金
沢
学
院
大
学

金
沢
工
業
大
学（
2
）

岐
阜
医
療
科
学
大
学

岐
阜
協
立
大
学（
3
）

東
海
学
院
大
学

静
岡
理
工
科
大
学

愛
知
医
科
大
学

愛
知
医
療
学
院
大
学

愛
知
学
院
大
学（
7
）

愛
知
学
泉
大
学

愛
知
淑
徳
大
学（
11
）

金
城
学
院
大
学（
2
）

椙
山
女
学
園
大
学（
3
）

中
京
大
学（
5
）

中
部
大
学（
6
）

南
山
大
学

藤
田
医
科
大
学（
2
）

一宮
研
伸
大
学

日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学

日
本
福
祉
大
学（
3
）

名
古
屋
葵
大
学（
2
）

名
古
屋
外
国
語
大
学

名
古
屋
学
院
大
学

名
古
屋
商
科
大
学（
2
）

名
古
屋
造
形
大
学

名
城
大
学（
2
）

京
都
外
国
語
大
学（
2
）

京
都
橘
大
学

京
都
芸
術
大
学

京
都
産
業
大（
2
）

京
都
先
端
科
学
大
学

大
谷
大
学

同
志
社
大
学（
2
）

立
命
館
大
学（
3
）

龍
谷
大
学（
9
）

関
西
外
国
語
大
学

近
畿
大
学（
8
）

摂
南
大
学（
4
）

大
阪
商
業
大
学

大
阪
成
蹊
大
学

大
阪
体
育
大
学（
4
）

関
西
学
院
大
学

関
西
国
際
大
学（
2
）

岡
山
理
科
大
学（
3
）

合
格
短
大

公
立
短
大

大
月
短
大

私
立
短
大

東
京
家
政
大
短
大
部

上
田
短
大

信
州
豊
南
短
大

清
泉
大
学
短
期
大
学
部（
2
）

松
本
短
大（
7
）

松
本
大
松
商
短
大
部（
18
）

合
格
専
門
学
校

つ
く
ば
国
際
ペッ
ト
専
門
学
校（
3
）

コ
ー
セ
ー
美
容
専
門
学
校

窪
田
理
容
美
容
専
門
学
校

高
山
美
容
専
門
学
校

山
野
美
容
専
門
学
校

専
門
学
校
東
京
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン・ア
カ
デ
ミ
ー

早
稲
田
美
容
専
門
学
校

中
央
工
学
校

辻
調
理
師
専
門
学
校（
2
）

東
京
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

東
京
ビ
ュ
ー
ティ
ー
&
ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
学
校

東
京
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
製
菓
調
理
専
門
学
校

東
京
ホ
テ
ル・観
光
&
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
専
門
学
校

東
京
医
薬
看
護
専
門
学
校

東
京
調
理
製
菓
専
門
学
校

東
放
学
園
専
門
学
校（
2
）

読
売
理
工
医
療
福
祉
専
門
学
校

日
本
工
学
院
専
門
学
校
蒲
田
校

日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

イ
ム
ス
横
浜
国
際
看
護
専
門
学
校

横
浜
こ
ど
も
専
門
学
校

横
浜
リ
ゾ
ー
ト
&
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校（
2
）

横
浜
医
療
専
門
学
校

横
浜
高
等
教
育
専
門
学
校

藤
沢
市
立
看
護
専
門
学
校

国
際
こ
ど
も・福
祉
カ
レ
ッ
ジ

国
際
ビ
ュ
ー
ティ
ー
モ
ー
ド
専
門
学
校

新
潟
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

新
潟
工
科
専
門
学
校

新
潟
農
業・バ
イ
オ
専
門
学
校

中
部
美
容
専
門
学
校
　
名
古
屋
校

名
古
屋
ビ
ュ
ー
ティ
ー
ア
ー
ト
専
門
学
校

名
古
屋
外
語・ホ
テ
ル・ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
学
校

京
都
理
容
美
容
専
修
学
校

エ
プ
ソ
ン
情
報
科
学
専
門
学
校

小
諸
看
護
専
門
学
校

松
本
看
護
専
門
学
校

松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院（
3
）

松
本
情
報
工
科
専
門
学
校

松
本
調
理
師
製
菓
師
専
門
学
校

松
本
理
容
美
容
専
門
学
校（
8
）

信
州
ス
ポ
ー
ツ
医
療
福
祉
専
門
学
校

信
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

諏
訪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校

専
門
学
校
未
来
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ（
2
）

大
原
ス
ポ
ー
ツ
公
務
員
専
門
学
校（
2
）

大
原
公
務
員
専
門
学
校

長
野
救
命
医
療
専
門
学
校（
2
）

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

長
野
県
須
坂
看
護
専
門
学
校

長
野
県
福
祉
大
学
校（
3
）

長
野
美
術
専
門
学
校

長
野
平
青
学
園就

職
内
定
先

松
本
広
域
消
防
局（
3
）

㈱
角
藤（
1
）

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
㈱（
1
）

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱（
1
）

中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱（
1
）

フ
ァ
ナ
ッ
ク
パ
ー
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱（
1
）

富
士
電
機
㈱
半
導
体
事
業
本
部 

松
本
工
場（
2
）

日
本
航
空
電
子
工
業
㈱（
1
）

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱（
1
）

㈱Bee Larva

（
1
）

（一社
）日
本
野
球
機
構（
1
）
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区 分

推薦入試 一般入試
学校長推薦 自己推薦 Ａ日程

Ｂ日程
普通科推薦 商業科推薦 クラブ推薦 併願推薦 専願 併願

インターネット
登録期間 令和 7 年 12 月 19 日（金）～令和 8 年 1 月 8 日（木） 令和 8 年 1 月 9 日（金）～ 1 月 22 日（木） 令和8年3月19日（木）・20日（金）

出願書類
提出期間 令和 7 年 12 月 19 日（金）～令和 8 年 1 月 9 日（金） 令和 8 年 1 月 9 日（金）～ 1 月 23 日（金） 令和8年3月19日（木）・20日（金）

選 抜 日 令和 8 年 1 月 15 日（木） 令和 8 年 1 月 27 日（火） 令和 8 年 3 月 20 日（金）
合格発表 令和 8 年 1 月 19 日（月） 令和 8 年 2 月 3 日（火） 令和 8 年 3 月 20 日（金）

入学手続
締 切 日 令和 8 年 1 月 22 日（木）

【１次】令和8年1月22日（木）
令和8年2月6日(金)

【１次】令和8年2月6日（金）
令和 8 年 3 月 21 日（土）

【最終】令和8年3月19日（木） 【最終】令和8年3月19日（木）

出願資格 
令和 8 年 3 月卒業見込み 令和 8 年 3 月卒業見込み／過年度卒業生

長野県内 地域制限なし 長野県内 地域制限なし
出願条件 専　願 併　願 専　願 併　願 専　願
出願基準 あ　り あ　り な　し な　し あ　り

募 集 特進コース
文理コース（Ⅰ・Ⅱ類） 商 業 科 全 学 科

全コース
特進コース

文理コース（Ⅰ・Ⅱ類）
全学科

全コース
特進コース

文理コース（Ⅰ・Ⅱ類）
特進コース

文理コース（Ⅰ・Ⅱ類）
※令和８年４月以降に保護者が長野県内に転居等の理由がある場合は、事前に教頭間での確認が必要。[普通科推薦・商業科推薦・併願推薦]
※出願ならびに入学手続きは、土曜日、日曜日、祝日は行いません。(一般入試Bの入学手続きは除く)

令和8（2026）年度  入学生選抜概要
■試験区分と日程および募集人員
　募集人員：420人［普通科 340人、商業科 80人］

学業特待生（Ⅰ類）
普通科

特進コース
5名以内

学校長推薦特進コース合格者のうち 1 月 27 日（火）の学力検査を全て
受検した者の中から選考

入学金・授業料・教育充実費・施設充実費
を事後給費

一般入試 A 特進コース専願受験者・一般入試 A 特進コース併願受験者
のうち学業特待生（Ⅰ類）として選考された場合、必ず入学する者で 1
月 27 日（火）の学力検査を全て受検した者の中から選考

入学金を免除、授業料・教育充実費・ 
施設充実費を事後給費

中島啓作奨学生 【普通科1名】
学校長推薦合格者・一般入試 A【専願】合格者・自己推薦【併願】合格
者のうち 1 月 26 日（月）までに入学手続を [ 最終手続 ] まで完了して
いる者で 1 月 27 日（火）の学力検査を全て受検した者の中から選考

授業料・教育充実費・施設充実費を事後給費

上野奨学生 【商業科1名】 入学金 授業料 教育充実費・施設充実費を
事後給費

学業特待生（Ⅲ類） 【若干名】 入学金を事後給費
運動部特待生（Ⅱ類）
（事前同意必要） 【23名以内】

クラブ推薦志願者のなかで、都道府県を代表する実績がある者
入学金を免除、授業料 教育充実費・ 
施設充実費を事後給費

運動部特待生（Ⅲ類）
（事前同意必要） 【19名以内】 入学金を免除

■帰国生について
令和 7 年 12 月 12 日（金）までに教頭へ必ずお問い合わせください。

■特待生制度

■学園寮
　自宅を離れて学ぶ生徒が安心して生活することができる寮があります。
　クラブ推薦入学者が自宅から通学できない場合には、原則として入寮していただきます。
　入寮に関する詳しい内容および見学を希望される場合は、本校事務局へお問合せください。

※�詳細については『令和8年度（2026年度）�
生徒募集要項』をご覧ください。

㈲小山はかり工場
小 山 恵 嗣

（75 回卒）0263-25-3740

㈲ 中 平 工 業
中 平 寿 文

（67 回卒）0263-47-0006

旬彩小料理 満まる
増 田 崇 宏

（99 回卒）0263-36-0802

㈱ 小 石 興 業
小 石 雅 之

（101 回卒）0263-92-3092

あづみ野ＨＵＢ
降 籏 弘 雄

（64 回卒）0263-31-3576

みさと犬猫病院
降 籏 弘 雄

（64 回卒）0263-76-3050

はた動物クリニック
降 籏 弘 雄

（64 回卒）0263-92-4151

㈲ 彩 和 会
丸 山 正 芳

（72 回卒）0266-73-5383

㈲佐藤保険事務所
0263-47-7500

㈲エス・エヌ
服 部 公 威

（70 回卒）0263-88-2780

㈱エアープランニング
上 条 博 文

（106 回卒）090-5561-3103

㈱ 恩 田 地 建
恩 田 弘 志

（70 回卒）0263-51-0055

ペットホテル
トリミング
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女
性
委
員
会
よ
り

①
松
商
祭
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
模
擬
店 

大
人
気

令
和
7
年
7
月

5
日・
6
日
に
開
催

さ
れ
た
第
75
回
松
商

祭「
飛
翔
」に
お
い
て

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無

料
配
布
を
実
施
し
ま

し
た
。予
想
を
遥
か

に
上
回
る
ペ
ー
ス
で

の
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん

達
、家
族
連
れ
の
方

が
多
く
、笑
顔
で
頬

張
る
姿
は
と
て
も
可

愛
く
、目
尻
が
下
が

り
っ
ぱ
な
し
の
女
性

委
員
で
し
た
。

ま
た
子
ど
も
食
堂
へ
寄
付
と
し
て
生
徒
会

の
皆
さ
ん
に
協
力
す
る
形
で
食
品
を
集
め
、先

生
に
預
け
ま
し
た
。少
し
で
も
お
役
に
た
つ
事

が
で
き
て
、嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

②
松
本
城
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

令
和
7
年
10
月
26
日
の
日
は
、雨
降
り
で
し

た
が
、清
掃
か
ら
ゴ
ミ
拾
い
に
変
更
し
て
傘
を

差
し
な
が
ら
決
行
し
ま
し
た
。松
本
城
は
、全

国
人
気
ナ
ン
バ
ー
２
の
お
城
だ
け
あ
っ
て
雨

な
の
に
観
光
客（
外
国
人
が
か
な
り
多
勢
）で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。思
っ
た
以
上
に
ゴ
ミ
が

少
な
く
、城
内
、城
外
を
見
回
り
ま
た
、城
庭
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

③
松
本
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

令
和
6
年
11
月

10
日
は
、２
０
２
４

松
本
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
松
本
マ

ラ
ソ
ン
の
第
１
回

か
ら
ス
タ
ー
ト
地

点
で
の
荷
物
預
か

り
の
担
当
を
し
て

い
ま
す
。集
合
時
間

の
６
時
は
朝
早
い

の
で
う
す
暗
い
中

を
、総
合
体
育
館
前

の
カ
ゴ
車
か
ら
、市

職
員
と
協
力
し
な
が
ら
預
か
っ
た
荷
物
が
カ

ゴ
か
ら
は
み
だ
し
た
り
し
な
い
よ
う
、毎
年
毎

年
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
カ
ゴ
の
中
に
納
め
、ま

た
、ラ
ン
ナ
ー
の
方
に
は「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」と
忘
れ
ず
声

掛
け
を
し
て
い
ま
す
。令
和
７
年
は
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
は
、女
性
だ
け
で
な
く
、男
性
、在
学
中

の
生
徒
さ
ん
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
、新
た
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
も
参
加
し
て
い
く
つ
も

り
で
い
ま
す
。ま
た
、「
女
性
委
員
会
」と
い
う

名
前
を
、お
し
ゃ
れ
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
変
え
よ

う
と
、募
集
も
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
タ
イ
ム
ス「
お
も
い
や
り
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」へ�

�

15
万
円
を
寄
付

第
31
回
校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会
の
協
賛
金
を

活
用
し
、地
域
の
教
育・
福
祉
向
上
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、市
民
タ
イ
ム
ス
社
の「
お

も
い
や
り
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」へ
15
万
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。寄
付
は
11
月
21
日
に
行
い
、地
域
貢
献
へ

の
思
い
を
込
め
た
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

㈱ 草 田 組
草 田 耕 一 郎

（65 回卒）0263-64-2168

㈱アイシンク
赤 羽 勝 巳

（82 回卒）0263-25-2130

㈲ミック商工
丸 山 雅 治

（91 回卒）0263-62-5538

㈱ コ ク エ イ
荒 井 達 雄

（86 回卒）0263-27-0033

㈲ グリム
竹 内 久 二

（67 回卒）0263-46-3111

エービーシー㈱
中 條 眞 一

（68 回卒）0263-24-1101

㈲丸山菓子舗
丸 山 　 茂 （58 回卒）
丸 山 明 男 （86 回卒）

0263-82-7210

㈱ 丸 谷 工 業
丸 谷 義 一

（60 回卒）0263-25-4008

㈱ 太 陽 商 事
降 籏 幸 司

（87 回卒）0263-29-3888

内藤ロジテック㈱
内 藤 　 学

（91 回卒）0263-26-8284

㈱三栄システム
藤 原 康 弘

（90 回卒）0263-86-0048

三 共 工 業 ㈱
宮 澤 敏 文

（67 回卒）0263-32-2876
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令和7年11月30日

在
学
中
は
空
手
道
部
に
所
属
し
て
お
り
、

３
年
間
の
ほ
と
ん
ど
を
部
活
動
に
費
や
し
ま

し
た
。
卒
業
後
は
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
が
主
将
を
務

め
て
い
た
東
京
経
済
大
学
に
進
学
し
、
４
年

間
空
手
道
部
で
の
活
動
を
続
け
、
単
位
ギ
リ

ギ
リ
で
卒
業
し
ま
し
た
。
褒
め
ら
れ
た
学
生

で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
父
親
か
ら

は
全
国
に
友
人
を
作
れ
、
た
だ
し
卒
業
証
書

だ
け
は
も
ら
っ
て
こ
い
と
言
わ
れ
て
い
た
の

で
、
約
束
だ
け
は
果
た
せ
ま
し
た
。
大
学
卒

業
後
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

に
留
学
し
、
全
国
に
友
人
を
作
れ
と
言
わ
れ

た
大
学
時
代
か
ら
、
世
界
に
友
人
を
作
る
こ

と
が
で
き
、
今
思
う
と
こ
の
頃
の
経
験
が
現

在
の
自
分
の
礎
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

小
石
興
業
に
入
社
し
た
の
は
25
歳
の
頃

で
す
。
弊
社
は
建
設
業
、
建
材
事
業
、
運
送

事
業
を
メ
イ
ン
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
企
業
で
あ

り
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
は
ゴ
ル
フ
練
習
場
や

住
宅
建
築
会
社
な
ど
人
々
の
暮
ら
し
に
直
結

す
る
会
社
も
あ
り
、
Ｂ
to
Ｂ
か
ら
Ｂ
to
Ｃ
ま

で
包
括
的
に
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

入
社
当
時
は
右
も
左
も
分
か
ら
ず
、
社
長

で
あ
る
父
親
か
ら
当
時
の
営
業
部
長
に
つ
い

て
行
く
よ
う
言
わ
れ
、
お
客
様
の
も
と
へ
毎

日
足
を
運
ぶ
日
々
で
す
。
そ
の
際
に
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
は
、
仕
事
を
す
る
上
で
お
客

様
が
抱
え
る
課
題
や
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
仕
事
を
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
必
要
と
さ
れ

る
企
業
で
あ
る
こ
と
。
工
期
や
納
期
を
遵
守

し
、
安
全
な
仕
事
を
す
る
こ
と
で
信
用
や
信

頼
を
得
る
こ
と
に
繋
が
り
、
次
回
も
ま
た
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
、
弊
社
は

約
50
年
に
わ
た
り
、
上
高
地
の
大
正
池
に
堆

積
す
る
土
砂
の
浚
渫
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

目
的
は
上
高
地
の
景
観
お
よ
び
観
光
資
源
の

非
日
常
を
分
か
ち
合
え
る
空
間
と
し
て
、
国

を
問
わ
ず
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

学
生
時
代
は
勉
強
と
同
じ
く
ら
い
機
械
い

じ
り
に
夢
中
で
、
そ
の
中
で
も
バ
イ
ク
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
大
学

で
工
学
部
に
進
学
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

今
の
仕
事
に
も
通
じ
る
「
自
分
で
考
え
、
手

を
動
か
し
、
形
に
す
る
姿
勢
」
を
育
て
て
く

れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
は
上
場
企
業
に
勤
務
し
、
社

会
人
と
し
て
の
基
礎
や
組
織
で
働
く
意
義
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
独
立
や
事
業
運

保
全
、
治
水
機
能
の
維
持
で
す
。
そ
の
数
量

は
大
型
ダ
ン
プ
約
３
０
０
０
台
に
も
の
ぼ
る

数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
土
砂
を
洗
い
、

ふ
る
い
に
か
け
粒
度
を
整
え
た
砂
を
つ
く
り

ま
し
た
。
園
芸
用
資
材
、
観
賞
用
途
、
自
然

教
育
の
教
材
と
し
て
、「
上
白
砂
」
と
名
付

け
、
今
後
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
に
向
け

て
販
売
を
し
、
上
高
地
の
素
晴
ら
し
さ
を
世

界
中
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
事
業
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
社
会
基
盤
の
一
端
を
担
う
企

業
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
企
業
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

平成14年度卒（102回） 普通科

竹 渕 雅 樹さん
コニファープラン（株） 代表

現
在
は
「
コ
ニ
フ
ァ
ー
プ
ラ
ン
株
式
会

社
」
の
代
表
と
し
て
、
宿
泊
業
、
レ
ン
タ
ル

オ
フ
ィ
ス
業
、
不
動
産
投
資
業
、
職
業
訓
練

校
な
ど
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
今
の
主
力
事
業
は
、
長
野
県
松
本
市
に
あ

る
「
泊
ま
れ
る
秘
密
基
地 L-BA

SE

」
で
す
。

L-BA
SE

は
「
大
人
も
子
ど
も
も
わ
く
わ

く
で
き
る
宿
泊
体
験
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
施

設
で
、室
内
に
は
滑
り
台
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
備
え
、
屋
外
で
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ

や
花
火
も
楽
し
め
ま
す
。
ご
家
族
や
仲
間
と

小 石 雅 之 さん
（株）小石興業

平成13年度卒（101回） 商業科
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営
の
礎
と
な
り
、
挑
戦
を
続
け
る
力
と
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
れ
ば
失
敗
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
学
び
と
な

り
、
前
へ
進
む
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
い
つ
も
思
っ
て
い
る
の
は
「
学
び
は

一
生
続
く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校
を
出

て
か
ら
こ
そ
柔
軟
に
考
え
、
挑
戦
を
重
ね
る

姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、L-BA

SE

の
2

号
店
を
3
年
後
に
山
梨
県
に
開
業
す
る
計
画

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
10
年
か
ら

20
年
の
ス
パ
ン
で
は
、
海
外
で
の
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
地
域
か
ら
世
界
へ
と

挑
戦
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
「
秘
密
基
地
体
験
」
を
届
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
母
校
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

地
域
に
根
差
し
な
が
ら
挑
戦
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

平成16年度卒（104回） 普通科

横 山勇太 さん
株式会社MCML 代表取締役

松
商
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
、
仲
間
と

共
に
毎
日
練
習
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
勝
利

を
目
指
し
て
努
力
す
る
中
で
学
ん
だ
の
は
、

「
一
人
の
力
で
は
勝
て
な
い
」
と
い
う
こ
と
。

チ
ー
ム
で
支
え
合
う
大
切
さ
や
、
仲
間
を
信

じ
る
力
は
、
今
の
仕
事
に
も
大
き
く
生
き
て

い
ま
す
。失
敗
し
て
も
前
を
向
く
粘
り
強
さ
、

そ
し
て
周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
、
こ
の

時
期
に
培
わ
れ
た
財
産
で
す
。

卒
業
後
は
東
京
で
美
容
師
と
し
て
働
き
始

め
ま
し
た
。
最
初
は
技
術
も
経
験
も
な
く
、

思
い
描
く
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
日
々

で
し
た
が
、
先
輩
た
ち
の
指
導
や
お
客
様
の

言
葉
に
支
え
ら
れ
、
少
し
ず
つ
前
に
進
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、「
人

は
環
境
と
人
と
の
関
わ
り
で
大
き
く
変
わ
れ

る
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

現
在
は
地
元
・
松
本
で
美
容
室
と
ア
イ

ラ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
を
4
店
舗
経
営
し
、
独
立

し
て
9
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
の
自
分
の

テ
ー
マ
は
“
人
を
育
て
る
こ
と
”。
ス
タ
ッ

フ
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
環
境
を
整
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
や
強
み
を
活
か
せ
る
チ
ー
ム

づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
美
容
の
技

術
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や
考

え
方
も
共
有
し
、
互
い
に
学
び
合
い
な
が
ら

成
長
で
き
る
職
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
の
成
長
が
お
客
様
の
笑
顔
に
つ
な
が

り
、
そ
れ
が
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
く
、
そ

の
循
環
を
つ
く
る
こ
と
が
、
今
の
や
り
が
い

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
挑
戦
で
き
る
場
を
も
っ

と
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
松
本
か
ら
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
」
そ

ん
な
想
い
か
ら
店
名
を
【m

icm
al.

】
ミ
ク

マ
ル
と
つ
け
ま
し
た
。
郵
便
番
号
３
９
０
か

ら
と
っ
て
ま
す
。

高
校
時
代
に
学
ん
だ
努
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー

Ｍ
Ｂ
Ｃ
松
商
学
園
校
友
会 

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ティ

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

1
石
工
房  

倉
科

建
設
・

石
工
事

倉
科　
勝
啓

93

2
エ
グ
ゼ
リ
ン
ク

Ｉ
Ｔ・デ
ザ
イ
ン

事
務
所

Ｉ
Ｔ
・

デ
ザ
イ
ン
・

印
刷

赤
羽　
利
洋

101

3
㈲
N
E
X
U
S

ス
ク
ー
ル
運
営

木
澤　
勝
誠

90

4
㈱
フ
ェ
バ
ープ

レ
ー
ス
映
像
製
作
・

写
真
撮
影

丸
山　
俊
樹

91

5
住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
製
造

オ
リ
イ
住
宅
イ
ン
テ
リ
ア

製
造

折
井　
謙
一

折
井　
大
輔
73・106

6
㈱
デ
ィ
ー
シ
ェ
イ
ブ
建
設
業
・

宅
建
業

百
瀬　
義
典

80

7
塩
原
木
工

建
設
・
設
備

塩
原　
久
悦

塩
原　
裕
樹
82・109

8
菓
子
製
造
販
売

グ
リ
ム
食
品

竹
内　
久
二

67

9
㈲
中
平
工
業

製
造
業

（
電
子
、
電
気
）
中
平　
寿
文

67

10
㈱
ア
イ
シ
ン
ク

建
設
業

赤
羽　
勝
巳

82

11
㈱
コ
ク
エ
イ

専
門
商
社

荒
井　
達
雄

86

12
㈱
田
内
工
務
店

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
・

建
設

田
内　
光
一

69

13
㈱
ト
ッ
プ
ラ
ン

自
動
車
販
売
・

修
理

清
沢　
輝
彦

82

14
湯
々
庵 

枇
杷
の
湯
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

レ
ジ
ャ
ー

小
口　
　
毅

98

15
㈱
三
栄
シ
ス
テ
ム
印
刷
・

事
務
用
品
・

日
用
品

藤
原　
康
弘

90

16
カ
ー
シ
ョッ
プ

  

N
エ
ー
ス

　
長
澤
商
会
㈲
自
動
車
販
売
・

修
理

長
澤　
　
勲

長
澤　
義
晶
90・92

17
コ
ニ
フ
ァ
ープ

ラ
ン
㈱
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

竹
渕　
雅
樹

102

18
ミ
ク
マ
ル

リ
ー
バ
イ 

ミ
ク
マ
ル
美
容

ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
横
山　
勇
太

横
山　
史
恵
104・104

ク
、
感
謝
の
気
持
ち
は
、
ど
ん
な
仕
事
に
も

通
じ
る
普
遍
的
な
力
で
す
。
ど
ん
な
環
境
で

も
、
仲
間
を
信
じ
て
努
力
を
続
け
れ
ば
、
必

ず
道
は
開
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
美
容
を

通
し
て
仲
間
や
、
地
域
と
共
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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令和7年11月30日

松商学園校友会 
ビジネスコミュニティ
https://matsusho-k.net/mbc

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

40
安
曇
観
光タ

ク
シ
ー
㈱
運
輸

耳
塚　
喜
門

68

41
㈱
恩
田
地
建

不
動
産
仲
介
・

Ｆ
Ｐ

恩
田　
弘
志

70

42
㈲
本
郷
商
店

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・

建
材

本
郷　
剛
史

80

43
喜
龍
ラ
ー
メ
ン

飲
食

深
澤　
勝
則

75

44
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

ア
パ
レ
ル
・

服
飾
関
連

盛
田　
勝
哉

104

45
伊
原
漆
器
専
門
店
漆
器
小
売
業
・

家
具

佐
々
木
一
郎

74

46
さ
く
ら
食
堂

飲
食

笠
原　
健
二

75

47
㈱
第
一
工
務
店

建
設
業
・

設
備
関
係

飯
島　
泰
臣

83

48
合
富
成
伍
郎
商
店
豆
腐
製
造
・

卸
・
販
売

富
成　
敏
文

81

49
㈲
宮
下
商
店

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・

灯
油

宮
下　
秀
保

79

50
㈲
イ
ン
テ
リ
ア・

ひ
ら
ば
や
し
内
装
業

平
林　
孝
一

83

51
㈱
カ
ミ
ジ
ョ
ウパ

ッ
ク
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

製
造
販
売

上
條　
宏
聡

96

52
㈲
松
月
堂

 

西
村
商
店
食
品

西
村　
浩
光

81

53
レ
ス
ト
ラ
ン 

ポ
ム
飲
食

原
田　
正
芳

89

54
酒
処 

柔
Y
a
w
a
r
a
k
a
i
飲
食

石
田
み
ゆ
き

88

55
ス
ノ
ー
ス
タ
イ
ル
㈱
薪
ス
ト
ー
ブ
販
売
・

施
工

長
田　
泰
成

94

56
東
海
ホ
ル
ダ
ー

販
促
品
・

カ
ー
用
品

卸
売
販
売

清
沢　
輝
彦

82

57
㈲
あ
お
ば
住
専

不
動
産

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

林　
　
隆
雄

89

58
濱
整
骨
院

整
骨
院

濱　
　
　
敦

82

59
㈱
テ
ィ
ー
ズ

デ
ザ
イ
ン
企
画
室
販
促
企
画
・

デ
ザ
イ
ン
制
作

山
田　
達
也

80

60
風
穴
の
里

道
の
駅

川
上　
一
治

75

61
ア
ル
フ
ァ
ー

サ
ポ
ー
ト
㈱
人
材
派
遣

両
角　
利
章

73

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

62
㈱
エ
イ
チ
エ
ス

ク
リ
エ
ー
タ
ー

フ
ァ
ク
ト
リ
ー

各
種
看
板
サ
イ
ン

企
画
製
作
施
工
橋
詰　
茂
昭

84

63
㈲
中
村
モ
ー
タ
ー
ス
自
動
車
販
売
・

修
理

寺
島　
公
栄

72

64
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
㈱
総
合
広
告
会
社
中
條　
眞
一

68

65

Hiro's D
esign

デ
ザ
イ
ン
制
作
横
山　
博
昭

99

66
㈱
み
ら
い
葬
祭

葬
祭
業

中
村　
正
悟

95

67
矢
ヶ
崎
建
工

建
設
業

矢
ヶ
崎
吏
浩

91

68
㈱
小
石
興
業

建
設
業

小
石　
雅
之

101

69
㈱
野
村
グ
リ
ー
ン
植
木
販
売
造
園
野
村　
晃
達

88

70
k
i
k
i

． 

h
ea
d 

s
p
a

sa
lo
n

美
容
・

ヘッ
ド
ス
パ
サ
ロ
ン
福
田　
　
佑

103

71
お
きク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

隠
岐
冨
士
弘

74

72
㈲
カ
ー
オ
フ
ィ
ス車

楽
自
動
車
販
売
・

保
険

大
野　
和
希

115

73
㈱
け
い
か
く

測
量
・

土
木
設
計

太
田　
大
三

100

74
ベ
ル
ベ
ッ
ト

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

専
門
店

小
澤
賀
世
子

竹
内
古
都
乃
83・113

75
ま
る
や
ま
フ
ィッ

ト
ネ
ス
ヨ
ガ
ス
タ

ジ
オ

教
室

ス
ク
ー
ル

丸
山　
佑
里

100

76
糸
通

パ
ソ
コ
ン
の
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト

奥
原　
　
健

112

77
木
下
建
設
㈱

総
合
建
設
業

一
之
瀬　
泰

84

78
㈱�

エ
ア
ー

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

空
調
設
備

上
條　
博
文

106

79
㈱
ア
ク
セ
ス

保
険
代
理
業

切
手　
拓
也

105

80
ア
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
ダ
ン
ス
教
室

横
山
ゆ
き
子

83

81
㈱�
萩
野
鉄
筋

加
工
セ
ン
タ
ー
建
設
業

鉄
筋
工
事

萩
原　
貴
史

94

82
㈱�

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｉ

（
居
酒
屋一歩
）
飲
食

志
賀　
丈
師

84

83
㈲
二
木
工
業

ア
ル
マ
イ
ト

金
属
表
面
処
理
二
木　
正
之

80

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

84
内
藤
ロ
ジ
テ
ッ
ク
㈱
物
流
業

内
藤　
　
学

91

85
鈴
木
土
地
建
物

不
動
産

金
原　
　
稔

84

86
か
ん
の
う
整
骨
院
整
骨
院

神
農　
来
吉

99

87
㈲
中
野
商
店

車
検・整
備・

板
金・Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
野　
　
潤

85

88
旬
彩
小
料
理

　
満
ま
る
飲
食

増
田　
崇
宏

99

89
㈱
太
陽
商
事

レ
ン
タ
ル
業
務

降
簱　
幸
司

87

90
㈱
プ
リ
ン
ト

シ
ョッ
プ・ミ
ネ
印
刷
業
務

長
嶺　
忠
洋

93

91
水
工

水
道
工
事一式

小
林　
佳
央

94

92
降
簱
庄
九
郎
㈱

動
物
病
院
経
営
降
簱　
弘
雄

64

93
㈲
ミ
ッ
ク
商
会

空
調
設
備・

電
気
機
器
等
の

搬
入・据
付

丸
山　
雅
治

91

94
㈱
Te
k
u 

Te
k
u
歯
科
技
工
業

大
谷　
　
智

94

番
号

会
社
名

業　
種

氏　
名

卒
回

19
㈲
彩
和
会

生
保
・
損
保

丸
山　
正
芳

72

20
ｏｎｓｅｎ

　
ho
t
e
 l 

　
　
O
M
O
T
O
ホ
テ
ル

山
本　
陽
介

102

21
東
石
川
旅
館

ホ
テ
ル

石
川　
真
一

101

22
食
事
処 
く
ろ
門

飲
食

宮
坂　
吉
和

66

23
㈱
た
か
ぎ

記
念
品
・

ギ
フ
ト

髙
木　
　
健

65

24
㈲
桜
家

飲
食

澤
田　
宗
雄

61

25
中
国
料
理 

百
老
亭
飲
食

出
井
健
太
郎

95

26
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

   

a
u
r
a

h
a
i
r
理
容
院

美
容
院

松
崎　
秀
夫

松
崎　
久
子
67・67

27
㈲
丸
山
菓
子
舗

食
品

丸
山　
明
男

丸
山　
　
茂
86・58

28
サ
ン・フ
ー
ズ
㈱

陸
運
・
海
運
・

物
流

堤　
　
良
一

92

29
熊
谷
製
麺
㈱

食
品
製
造
業

（
麺
類
）

熊
谷　
宗
紀

86

30
㈱
大
月
酒
店

酒
類
販
売
業

大
月　
弘
士

大
月　
吉
史
83・57

31
㈱
豊
島
屋

石
油
類
販
売

林　
新
一
郎

66

32
㈲
ア
ベ

珈
琲
美
学
ア
ベ

不
動
産
・

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
安
部　
芳
樹

75

33
㈱
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア・

建
設

伊
藤　
昌
志

81

34
税
理
士
法
人の

ぞ
み
専
門
・

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

横
木　
貞
則

87

35
中
華
料
理 

丸
幸

飲
食

山
本
雄
一
郎

山
本　
吉
郎
89・64

36
ス
ナ
ッ
ク  

零

飲
食

大
澤　
千
秋

82

37
し
づ
か

飲
食

市
東
真
貴
子

市
東　
真
一
83・77

38
介
護
タ
ク
シ
ーつ

む
ぐ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

小
口　
　
宏

75

39
㈲
小
山
は
か
り
工
場
計
量
器
製
造
・

販
売
・
修
理

小
山　
恵
嗣

小
山　
直
子

小
山　
竜
一

101 75 75



21

尚、ご納入の際には、維持年会費は一口2,000円（一口以上でお願いします）
今回の会報（50号）と一緒にゆうちょ銀行の払込取扱票を同封しましたのでご活用下さい。

学籍番号（会員番号）、卒業回数をご記入ください。（学籍番号は封筒の宛名欄の下にある数字です）

＊納入は令和８年9月末日までにお願い致します。
口座番号：00570-4-82577　　口座名義：松商学園高等学校校友会

維持年会費の納入にご協力をお願いします維持年会費の納入にご協力をお願いします
　校友の皆様、日頃『維持年会費』の納入につきましては、深いご理解とご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。
　さて、学校法人松商学園は本年で創立 127 年となり、松商学園高等学校校友会も大正 10 年に発足し、会則第 1 条にある様に
「会員相互の親睦と団結を図るとともに、母校経営の母体としての使命を念頭に学園の発展に寄与」の理念のもと、校友会の各々
の立場の中で活動が引き継がれて参りました。その経過の中でも、昨今ではあらゆる世界の様々な分野においても全く想像できな
い程に全てが、激動・激変の状況下であります。
　校友会も母校経営の母体としての使命の部分において、年毎に使命感の温度差が顕著になってまいりました。ここで、校友会
員一同の結束をより強固に再生するには、皆様方から、校友会仲間の皆さんヘお声掛け等のさらなるご支援が重要となり、ご協力
とご指導をお願いする次第でございます。

高
校
総
体

テ
ニ
ス
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

空
手
道
部

柔
道
部

卓
球
部

新
体
操（
社
会
体
育
）

陸
上
部

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

全
国
高
等
学
校

ビ
ジ
ネ
ス
計
算
競
技
大
会
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
技
術
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
放
送
部

全
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

女
子
選
手
権
大
会
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会

テ
ニ
ス
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

空
手
道
部

柔
道
部

卓
球
部

新
体
操
部（
社
会
体
育
）

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

ス
キ
ー（
社
会
体
育
）

全
国
高
等
学
校 

�

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
冬
季
大
会
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

�

（
令
和
６
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
７
年
3
月
31
日
）

①
検
定
資
格
取
得
奨
学
金

66
名

②�

北
信
越
大
会
出
場
奨
学
金

テ
ニ
ス
部

陸
上
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

空
手
道
部

剣
道
部

柔
道
部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

卓
球
部

軟
式
野
球
部

新
体
操

水
泳

放
送
部

（�

商
業
科
） 

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
技
術
部

校
友
会
奨
学
金

特
別
活
動
奨
励
金

経
営
の
母
体
と
し
て
の
松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会

は
、継
続
し
て
全
国
大
会
出
場
者
に
特
別
活
動
奨
励
金

を
渡
し
て
き
ま
し
た
が
、平
成
27
年
度
よ
り
で
き
る
だ

け
多
く
の
生
徒
に
多
様
な
分
野
で
意
欲
向
上
等
の
観
点

か
ら
奨
学
金
を
交
付
す
る
と
共
に
、松
商
学
園
高
等
学

校
校
友
会
の
存
在
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
以

下
を
お
贈
り
し
ま
す
。

①
検
定
資
格
取
得
奨
学
金

　
左
記
検
定
試
験
合
格
者
に
受
験
料
を
奨
学
金
と
し
て
支
給

　
　

�

日
商
簿
記
2
級
以
上
、
英
検
2
級
以
上
、
漢
検

2
級
以
上
、
日
商
販
売
士
2
級
以
上
、
Ｉ
Ｔ
パ

ス
ポ
ー
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
検
定
2
級
以
上
、
文
章
能

力
検
定
２
級
以
上
、
数
学
検
定
２
級
以
上
、
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
０
０
点
以
上

②
北
信
越
大
会
出
場
奨
学
金

　

北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
、
全
国
高
等
学

校
軟
式
野
球
選
手
権
北
信
越
地
区
大
会
、
北
信
越

地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
等
に
団
体
戦
で
出
場
し

た
ク
ラ
ブ
及
び
個
人
戦
出
場
者
に
支
給

③
表
彰
等
の
副
賞

　
卒
業
式
に
先
立
ち
表
彰
さ
れ
る
各
賞
受
賞
者
へ
の
副

賞
を
贈
呈

④
社
会
貢
献
活
動
特
別
奨
学
金

　

人
命
救
助
・
社
会
奉
仕
活
動
等
、
社
会
貢
献
し
た

生
徒
に
支
給

⑤
新
入
生
記
念
写
真

　
入
学
者
全
員

⑥
健
康
増
進

　
か
ら
だ
カ
ル
テ
月
額
管
理
費
用
補
助

⑦
そ
の
他

　
自
然
災
害
等
で
被
害
に
あ
っ
た
生
徒
の
支
援
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令和7年11月30日

氏

名

卒
業

回
数 令
和
６
年
度
維
持
年
会
費
納
入
者
名
簿

本年度の入会金（終身会費）の納入状況は上記の通り
です。各号に納入者のお名前を掲載しております。

尚、維持年会費は、令和６年度分の納入者名の掲載
です。

ご協力に感謝しますと共に、厚くお礼申し上げます。
最後に、入会金（終身会費）・維持年会費未納の方に

は、納入のご協力を頂きます様、お願い致します。

※お問い合わせは
　松商学園高等学校校友会事務局
　TEL. 0263-34-2724　FAX. 0263-34-0107

※ゆうちょ銀行での振込みの場合
　口座番号　00590-4-12388
　口座名義　松商学園高等学校校友会
　入会金（終身会費）　２万円

入会金（終身会費）納入状況入会金（終身会費）納入状況

65
回
卒

浜　

恵

子

70
回
卒

寺

島

公

栄

83
回
卒

井

口

利

恵

86
回
卒

荒

井

達

雄

87
回
卒

降

籏

幸

司

令和６年度 入会金（終身会費）納入者名簿

124回生は全員在学中に
納入頂きました。

43A

小

松
　

登

50

岡

田

靖

男

53

原

田

竹

雄

53

太

谷

直

寿

53

宮

原

章

夫

55

小

沢

隆

夫

55

佐
原
千
鶴
男

55

樋

口

光

久

55

増

田

章

隆

56

小

林

富

陽

56

松

田
　

正

56

望

月

恒

徳

57

小

川

博

通

57

金

井

幸

重

57

矢

口

泰

弘

58

齋

藤
　

治

58

三

澤

矩

雄

59

青

栁

一

行

59

岩

渕

英

雄

59

太

田

高

義

59

大

和

英

雄

59

北

原

尚

武

59

清

澤

晃

之

59

鳥

山

祚

豊

59

長

田

光

弘

59

中

原

信

一

60

赤

羽

貞

利

60

一

ノ

瀬

昇

60

神

事
　

洋

60

小

松

登

行

60

小

松

英

雄

60

中

嶋
　

愈

60

羽

山

義

輝

60

前

田

利

宏

61

太

田

昌

孝

61

小

口
　

泉

61

片

瀬

一

明

61

澤

田

宗

雄

61

関

沢

勝

年

61

高

根
　

基

90

木

澤

勝

誠

90

鈴
木
麻
衣
子

90

長

澤
　

勲

91

林
　

貴

士

91

山

田

忠

幸

92

降

籏
　

大

93

河

元

宏

史

93

倉

科

勝

啓

93

千

野

洋

二

94

小

川

尚

子

94

清

澤

夕

子

95

中

村

正

悟

96

小

山

鉄

平

97

松

宗

勝

利

98

伊

藤

理

絵

98

中

嶋

慶

太

99

栗

原

正

和

99

宮

川

裕

明

100

太

田

大

三

100

鈴

木

裕

一

100

手

塚

大

輔

100

二

山

祐

次

101

太

田

亮

三

101

岡

田
　

雄

101

小

山

竜

一

101

森

清
　

建

102

竹

渕

雅

樹

104

山

本

雄

哉

104

横

山

勇

太

104

横

山

史

恵

105

切

手

拓

也

105

小

林

瑞

姫

105

中

平

大

志

106

百

瀬
　

尭

108

金

城

愛

実

110

山

口

翔

大

110

中

平

大

和

113

川

上

郁

也

115

波

多

腰

充

116

阿

藤

圭

吾

117

波

多

腰

守

119

中

嶋

海

久

119

松
山
明
日
葉

120

縣
　

幸

葉

123

笠

原
　

蓮

123

縣

め

ぐ

り

71

吉

江

雄

二

72

寺

島

公

栄

72

長

岡

忠

二

73

青

木

良

則

73

飯

沼

光

永

73

岩

渕

道

男

73

小

松

忠

章

73

丸

山

泰

生

73

矢

口

史

朗

73

山

本

文

彦

73

吉

澤
　

稔

74

相

澤

尚

子

74

池

澤

晃

司

74

佐
々
木
一
郎

74

増

田
　

哲

75

太

田
　

章

75

奥

村
　

猛

75

小
澤
さ
ゆ
子

75

小

山

恵

嗣

75

小

山

直

子

75

清

水

敬

司

75

征

矢

深

志

75

田

中

千

恵

75

富

岡

紀

行

75

百

瀬

光

寿

75

矢

ケ

﨑

隆

75

山

田

淳

子

75

横

山

正

志

76

宮

下

敏

彦

76

横

山

京

子

76

中

平

恭

代

77

上

條

靖

子

77

濱
　

洋

一

77

丸

山

新

吉

78

上

條

典

久

78

吉

原

邦

子

79

宮

下

秀

保

82

赤

羽

勝

巳

82

手

塚

貴

雄

83

井

口

利

恵

83

平

林

孝

一

84

一

之

瀬

泰

84

田
原
利
加
子

85

敦

森

弘

子

86

荒

井

達

雄

86

石

川

信

恵

86

丸

山

明

男

90

河

元

譲

司

66

三

溝

寛

行

66

中

村

忠

明

66

林

新

一

郎

66

宮

澤

秀

夫

67

蛯

江

治

夫

67

太
田
真
由
美

67

河

原

秀

俊

67

川

舩

敏

子

67

久
保
田
正
文

67

腰

原
　

勉

67

小

林

明

夫

67

小

林

義

正

67

竹

内

久

二

67

藤

崎

文

男

67

丸

山

友

一

67

中

平

寿

文

68

赤

沼

健

至

68

今

井

克

明

68

金

田

義

男

68

北

沢

洋

一

68

小
岩
井
定
男

68

斉
藤
日
出
夫

68

下

里

悦

子

68

津

田

武

敏

68

中

田

善

雄

68

宮

下

芳

久

68

百

瀬
　

壽

68

山
田
し
げ
子

69

伊

藤

友

一

69

小

川
　

晃

69

金

澤

悦

司

69

駒

津

和

信

69

齋

藤
　

誠

69

柴

山

良

一

69

島
田
貴
美
子

69

嶋

田

省

三

69

田

内

光

一

69

鳥

羽

清

次

69

鳥

羽

源

彦

69

鳥
居
と
し
子

69

降

幡

善

和

69

松

原

千

振

69

水

谷

公

晴

70

恩

田

弘

志

70

服

部

公

威

70

布

野
　

傳

71

青

木

広

充

71

原

登

美

子

61

都

筑
　

泉

61

古

畑
　

稔

62

松

山

哲

郎

63

小

澤

清

志

63

加

藤

哲

夫

63

曽
根
原
真
澄

63

武

田

啓

嗣

63

長

﨑
　

要

63

仲

田

克

人

63

仲

林

英

子

63

二

村

孝

澄

63

村

山

昭

男

63

矢

﨑

直

典

63

髙

橋

倫

彦

64

池

田

秀

己

64

岡

田

幸

雄

64

加

藤

博

志

64

小

島

義

幸

64

齋

藤
　

渡

64

下

里

泰

郎

64

髙

橋

忠

久

64

田

口

敏

子

64

田

中

昭

光

64

中

沢

成

美

64

根

石

敏

男

64

原
　

敬

一

64

原

田

知

治

64

二

木

芳

郎

64

降

籏

弘

雄

64

本

間

恵

子

64

村

上
　

健

64

山

田
　

昇

64

横

山

元

秀

65

佐

伯

哲

也

65

須

山

久

子

65

中

澤

恒

夫

65

西
野
入
秀
樹

65

浜
　

恵

子

65

柳

沢

光

男

65

山

崎

博

文

66

井

口

博

水

66

犬

飼

理

文

66

岩

岡

伸

次

66

小

口
　

格

66

小

林

文

夫
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た
。母

校
の
長
い
歴
史
や
伝
統
も
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
、
改
め
て
松
商
学
園
の
卒
業
生
で

あ
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
記
念
事
業
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
93
回
生
の
皆

様
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
1
年
半

を
共
に
し
た
実
行
委
員
、
ク
ラ
ス
幹
事
の

方
々
へ
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

至
ら
ぬ
私
を
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

10
年
後
、
還
暦
同
窓
会
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
!

�

同
窓
会
幹
事
代
表
　
曽
根
原
　
豊

令
和
６
年
11
月
16
日
（
土
）、
私
た
ち
82

回
生
の
還
暦
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
し
て
か
ら
42
年
の
時
を
刻
ん
だ
恩
師
や

同
級
生
と
久
し
ぶ
り
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
校
友
会
会
長
、
先
輩
後

輩
5
名
の
ご
来
賓
と
、
恩
師
を
含
む
82
回
生

１
１
０
名
、
計
１
１
５
名
の
盛
大
な
同
窓
会

と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
の
実
施
に
向
け
て
81
回
生
の
先
輩

よ
り
引
き
継
が
れ
て
か
ら
、30
周
年
同
窓
会
の

幹
事
を
も
と
に
還
暦
同
窓
会
の
幹
事
会
を
立

上
げ
、最
初
の
幹
事
会
は
懐
か
し
さ
と
気
心
の

知
れ
た
者
同
士
の
宴
会
で
し
た
が
、幹
事
会
を

数
回
重
ね
以
前
の
同
窓
会
で
得
た
こ
と
や
新

た
な
試
み
を
話
し
合
い
、多
く
の
同
窓
生
に
連

絡
を
取
る
な
ど
準
備
が
進
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
付
開
始
か
ら
次
々
に
集
ま
っ

て
く
る
同
窓
生
達
が
会
場
に
入
る
前
か
ら
、

懐
か
し
さ
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
談
笑
す
る

声
が
あ
ち
こ
ち
で
響
き
渡
る
な
か
参
加
予
定

の
皆
さ
ん
が
欠
け
る
こ
と
な
く
始
ま
り
、
校

歌
斉
唱
か
ら
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
学
生
時

代
を
思
い
出
し
な
が
ら
進
む
な
か
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
壇
上
へ
あ
が
り
先
輩
か
ら
引
き
継
が

れ
た
「
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
を
代
表
が

着
て
の
報
告
や
写
真
撮
影
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
最
後
は
全
員
で
記
念
写
真
を

撮
っ
て
盛
況
の
内
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

今
回
の
同
窓
会
を
通
じ
て
、
松
商
学
園
で

青
春
時
代
を
過
ご
し
卒
業
で
き
た
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
を
は
じ
め
、

ク
ラ
ス
幹
事
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
達
93
回
生
が
松
商
学
園
を
平
成
6
年
に

卒
業
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
30
年
の
歳
月
が

過
ぎ
、
令
和
6
年
11
月
2
日
、
伝
統
の
30
周

年
記
念
式
典
・
同
窓
祝
賀
会
を
ホ
テ
ル
ブ
エ

ナ
ビ
ス
タ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
降
る
足
元
の
悪
い
中
、
恩

師
6
名
、
ご
来
賓
の
皆
様
12
名
、
卒
業
生

１
７
４
名
と
い
う
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
出

第93回生

実
行
委
員
長
　
千
野 

洋
二

第
82
回
生 

還
暦
同
窓
会

席
い
た
だ
き
、盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

約
1
年
前
「
集
え 

松
商
魂 

そ
し
て
未
来

へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
全
て
は
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
、ク
ラ
ス
幹
事
が
中
心
と
な
り
、

ク
ラ
ス
毎
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
始
し
、
93
回
生
の
皆
様
へ

呼
び
か
け
を
行
っ
た
結
果
、
た
く
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

凛
と
し
た
空
気
の
中
行
わ
れ
た
記
念
式
典

で
は
、
大
正
15
年
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
の
鍵
を
94
回
生
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

先
輩
方
が
長
き
に
亘
り
継
承
さ
れ
て
き
た

歴
史
の
重
さ
を
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
想

い
で
し
た
。

そ
の
後
の
同
窓
祝
賀
会
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

や
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
共
に
汗
を
流
し
た
仲
間

と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
う
光
景
が

い
た
る
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

誰
も
が
30
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
に
、
楽
し
く
賑
や
か
に
思
い
出
話

し
が
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
盤
に
は
各
ク
ラ
ス
の
当
時
の
写
真
を
編

集
し
た
映
像
が
、
そ
し
て
締
め
く
く
り
に
は

当
日
の
様
子
を
詰
め
込
ん
だ
エ
ン
ド
ロ
ー
ル

が
映
し
出
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

私
自
身
は
今
回
記
念
事
業
に
関
わ
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
全
く
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た

様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
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令和7年11月30日

インターネットで松商学園高等学校校友会にアクセスできます！
ホームページ　　https://matsusho-k.net

日
増
し
に
初
冬
の
寒
さ
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
よ

り
松
商
学
園
校
友
会
活
動
に
ご
支

援
ご
理
解
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
に
お
い
て
硬
式
野
球
部

は
夏
季
地
方
大
会
を
制
し
甲
子
園

出
場
、
軟
式
野
球
部
も
地
方
大
会

を
制
し
全
国
大
会
出
場
と
多
く
の

ク
ラ
ブ
の
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
お
い
て
は
高
い
評

価
を
多
く
の
皆
様
か
ら
お
聞
き
し

て
お
り
母
校
の
活
躍
を
う
れ
し
く

感
じ
、
校
友
誌
の
発
刊
作
業
を
事

業
活
動
委
員
会
に
て
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
冊
子
を
通
し
共
感
を
得

ら
れ
た
ら
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
、
ま

た
効
率
的
か
つ
敏
速
に
皆
様
へ
の

情
報
提
供
を
行
う
た
め
、
今
年
度

総
会
で
議
決
し
た
通
り
、
今
回
第

50
号
よ
り
デ
ジ
タ
ル
版
で
の
提
供

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

一
部
紙
媒
体
で
の
提
供
も
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
校
友
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
松
商
学
園
高
等
学
校

及
び
松
商
学
園
校
友
会
へ
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

校
友
会
事
業
活
動
委
員
長

�

荒
井 

達
雄（
86
回
卒
）

ゴ
ル
フ
大
会

令
和
８
年 

第
32
回 

松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会

令
和
８
年

９
月
５
日（
土
）

期
日

会
場

松
本
浅
間
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
２
６
３-

４
６-

１
２
１
２

参
加

人
数

１
６
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

ご
案
内

お 

く 

や 

み

青
柳
　
　
保 

儀

　
学
校
法
人
松
商
学
園
元
常
務
理
事

　
松
商
学
園
京
浜
校
友
会
顧
問

�

令
和
6
年
8
月
28
日 

逝
去
さ
れ
ま
し
た

大
原
か
を
る 

儀

　

�

松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会
元
副
幹
事
長

�

令
和
7
年
5
月
1
日 

逝
去
さ
れ
ま
し
た

清
野
　
正
義 

儀

　
松
商
学
園
高
等
学
校
教
諭

�
令
和
7
年
7
月
24
日 

逝
去
さ
れ
ま
し
た

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

83回生の還暦同窓会は、
下記の日程にて開催されました。

日時／令和7年11月22日㈯ 
場所／梅風閣

還暦記念同窓会第83回
卒業生

実行委員長  大月弘士

84回生の還暦同窓会は、

令和8年11月に開催予定です。
詳細は決まり次第ご連絡致します。

還暦記念同窓会
第84回
卒業生

実行委員長  横内嘉文

75回生の卒業50周年記念式典は、
次の日程にて開催します。

日時/令和8年2月14日㈯
15:00~（予定）

場所/ホテルモンターニュ
実行委員会 幹事一同

 卒業50周年記念式典 卒業50周年記念式典
第75回
卒業生

日時／令和7年11月22日㈯
場所／ホテルブエナビスタ

3階グランデ
実行委員長  小林佳央

 卒業30周年記念式典
94回生の記念式典は、

下記の日程にて開催されました。

日時／令和8年11月15日㈰
詳細は決まり次第ご連絡致します。

実行委員会 幹事一同

 卒業30周年記念式典 卒業30周年記念式典

95回生の記念式典は、
次の日程にて開催します。

第94回
卒業生

第95回
卒業生

同窓会の
お知らせ

こ
の
た
び
、
寿
・
芳
川
支
部
を
発
足
さ

せ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
支
部
会

員
は
寿
・
芳
川
地
区
の
出
身
、
ま
た
は
こ

の
地
区
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
で
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
伝
統
と
誇

り
を
育
ん
で
き
た
本
校
は
、
多
く
の
卒
業

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
活
躍
し
、
地
域
や

社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
支
部
は
、
本
校
の
年
代
を
超
え
た

卒
業
生
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
在
校

生
の
応
援
や
支
援
を
目
的
と
し
、
皆
さ
ま

の
絆
を
深
め
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
い
発

足
い
た
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
本
校
の
多
彩
な
活
動
を
通

じ
て
培
わ
れ
た
精
神
と
伝
統
を
次
世
代
へ
と
つ
な
ぎ
、
地
域
の
発
展
と
学
校

の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
共
に
歩

み
、
支
え
合
い
な
が
ら
よ
り
よ
い
未
来
の
第
一
歩
と
な
る
よ
う
な
支
部
を
築

い
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
各
地
に
支
部
が
発
足
さ

れ
、
活
気
あ
る
会
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
も
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

寿
・
芳
川
地
区
支
部
長
　
横
山
ゆ
き
子

寿
・
芳
川
支
部
発
足
の
ご
挨
拶

NewNew


